
ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（ 分野） 授業形式

基礎解析学1(Basic Calculus 1) 

S112FOOO 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 渡邊紘

必修／選択 2 1年 理工学部 前期

E-mai I 内繰

授 これまで学校で習ってきた数学の知諏（計算の技術や，論理的な思考方法など）を系統的に整理し，具体的な問題の解決に応用する力を養います。計算結果に一喜一憂する

業 のではなく，なぜそうなるのか，なぜそうなるぺきなのかを論理的に考える習慣を身につけます。他の自然科学の分野との関連をlli:視し，つねに抽象的な数理現象と具体蛇

の な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 単純な計算，典型的な計算を常に正しく実行できること。

゜゚ ｀ 
目標2 論理的な文章（例えば教科書）を書いてあるとおりに正確に理解できること。

゜゚目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1初等関数の完成とその微積分

2 初等関数の完成とその微積分

3 初等関数の完成とその微積分

4 初等閲数の完成とその微積分

5 初等関数の完成とその微積分

6 初等関数の完成とその微積分

7初等関数の完成とその微積分

8初等関数の完成とその微積分

9 初等関数の完成とその微積分

10微積分の利用

11微積分の利用

12微積分の利用

13微積分の利用

14微積分の利用

15微積分の利用

ラア A：知謙の定着・確認 o教只による講義に加えて、 演習問題を解いてもら う機会を設けます。演
工そ

lloodle等の活用

lク B•意見の表現 ・ 交換 習間題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の理解度が布 夫の
- 7 c：応用志向

まります。 他

ンイ の
グブ D：知諜の活用・割造

時閏外学修
準傭 大多数の学生は，毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間）。

学修
の内容と

事後 大多数の学生は，毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間）。計算の反復練習を嫌がらないことと，すぐには棋範解答に頻らないこと
間の目安

学修 が，学力の定着と能力の向上につながります。

長崎憲一，橋口秀子，横山利章若明解微分積分［改訂版］，培風館

教科書

(1) 佐藤恒雄，吉田英信，野澤宗平，宮本育子著•初歩から学ぺる微積分学，培風館

参考書 (2)石原繁編 ：大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験や小テストなど 50lli 

゜゚価 学期末試験 501' 

゜゚の

方

法

及

び
評

価

劉
学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。基礎的な計算を主要な題材とした統一試験の問題を作成し，所属クラスによって不公平が生じな

合
いよう十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（ 分野） 授業形式

基礎代数学 1(Basie Algebra 1) 

S112F001 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 田中康彦

必修／選択 2 1年 理工学部 前期

E-mai I 内線

授 連立一次方程式を解く過程を見直すことによ り，自然に行列の概念に到達します。行列の演算のもつ性質を深く蒻ぺると，無味乾燥に思われる計算が実は幾何学的な意味を

業 持つことに気づきます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。 他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽象的な数理

の 現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓

具体的な到連目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1単純な計算，典型的な計算を常に正しく実行できる。

゜゚ ゜目標2線形変換を表す行列を求めることができる。

゜゚ ゜目標3行列の基本変形を用いて連立方程式を解くことができる。

゜゚ ゜目標4 諭理的な文章（例えば教科書）を書いてあるとおりに正確に理解できる。

゜
0 0 

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則，結合法則

2行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則，結合法則

3行列とその演算 行列，加法スカラー乗法，乗法，交換法則，結合法則

4行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則，結合法則

5列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

6列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

7列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

8 幾何学的な取り扱い 直線 ・平面の方程式，方向ベクトル，法線ベクトル， 一次変換

9 幾何学的な取り扱い 直線 ・平面の方程式，方向ベクトル，法線ベクトル， 一次変換

10幾何学的な取り扱い 旺線 ・平面の方程式，方向ベクトル，法線ペクトル，一次変換

II幾何学的な取り扱い 江線・平面の方程式，方向ベクトル，法線ベクトル， 一次変換

12連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

13連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

14連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

15線形代数の応用

ラア A：知謙の定着 ・確認 〇教只による講義に加えて，演習問題を解いてもらう様会を設けます。演
工そ

習熟度別クラス編成を行います。

1クB：意見の表現 ・交換 習問題に積極的に取り組むことによって，その前後の講義の理解度が石 夫の
- T c：応用志向

まります。 他
ンイ の
グブ D•知諜の活用・創造

゜時間外学修
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間）。

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間）．
間の目安

学修

高橋 大輔著 ：理工基礎線形代数，サイエンス社

教科書

石原繁編：大学数学の基礎，裳葦房

参考書 基礎数学研究会編 ：新版基礎線形代数，東海大学出版会

必要に応じて印刷物を配付します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポートまたは中間試験 50% 

゜゚ ゜゚価 期末試験 50% 

゜゚ ゜゚の

方

法
及

び
評

価
劃

学期末の統一試験の結果に担当教貝の判断を加味して総合評価を行います。基礎的な計算を主要な題材とした統一試験の問題を作成し，所属クフスによって不公平が生じな
合

いよう十分な配慮を行います。

注意事項
讚義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（ 分野） 授集形式

基礎紹析学2(8asicCalculus 2) 

S112F002 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 渡邊紘，原恭彦，吉田祐治 （非），馬場清（非）

必修／選択 2 1年 理工学部 後期

E-mai I 内線

授 われわれのまわりの自然現象が，さまざまな関数を使って記述されることに気づいてもらいます。その うえで，それらの関数の性質を調べるための手段 ・道具として抽，微象分的

業 積分法の基礎を身につけます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに頂点を置きます。他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに

の な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く ，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概
蔓

具体的な到連目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1初等関数の微分積分などの単純な計算，典型的な計算がつねに正しく実行できること。

゜目標2論理的な文章をじっくりと醗んで，書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1微分法の基礎理論 微分の連鎖， 平均値の定理，テイラー近似式

2微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

3 微分法の基礎理論 微分の連鋭平均値の定理，テイラー近似式

4微分法の基礎理論 微分の連鎖平均値の定理，テイラー近似式

5微分法の基礎理論 微分の連鋲，平均値の定理，テイラー近似式

6 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

7積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

8 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

9 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

10積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

11微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰着する和の極限俯

12微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰行する和の極限値

13微積分の応用 閲数の増減，極値問題，定積分に帰着する和の極限値

14微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰培する和の極限値

15微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰糟する和の極限値

ラア
A•知紐の定着 · 確認 〇教Rによる講義に加えて、演習問題を解いてもらう機会を設けます。演

工そ
習熟度別クラス編成を行います。

1クB．意見の表現・交換 習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の構義の理解度が高 夫の
-T  

C•応用志向
まります。 他

ンイ の
グブ D．知謙の活用・創造

時間外学修
準備 教科書を使って予習しましょう。 (15h)

学修
の内容と時

事後 教科書を使って復習しましょう。 (30h)
間の目安

学修

長綺憲一，橋口秀子，横山利章著：明解徴分積分改訂版，培風館， 2019年

教科書

(l)佐藤恒雄，吉田英信，野澤宗平，宮本守子著：初歩から学べる徴積分学，培風舘

参考書 (2)石原繁編 ．大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 50% 

゜゚ ゜価 中間試験や小テストなど 5償

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評

価

割
学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。基礎的な計算を主要な題材とした統一試験の問題を作成し，所属クフスによって不公平が生じな

合
いよう十分な配慮を行います．

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

基礎代数学2(Basic Al1ebra 2) 

S112F003 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名寺井伸浩・大隈ひとみ•新庄慶基（非） ・武口博文（非）

必修／選択 2 1年 理工学部 後期

E-mai I 内線

授 方程式が定める図形という考え方をおし進めて，図形のもつ幾何学的性質を代数的な計算によって籾べる方法を身につけます。抽象的な概念に対して，その具体的なイメー

集 ジを思い浮かぺる練習をします。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。他の自然科学の分野との関連を直視し，つねに抽象
の 的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ベクトルや行列の線型演算と，それに付随するさまざまな概念を理解すること。

゜目標2翰理的な文章をじっくりと読んで書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

膝業の内容

1行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

2 行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

3行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

4 行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

5行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

6 固有値問題とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

7 固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

8 固有値問題とその応用． 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

9 固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

10固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

11固有値問題の発展 対称行列，五交行列，正規直交基底， 一次形式，符号

12固有値問題の発展 対称行列，旺交行列，正規旺交基底， 一次形式，符号

13固有値問題の発展 対称行列，荘交行列，正規直交基底， 一次形式，符号

14固有値問題の発展 対称行列，五交行列，正規直交基底， 一次形式，符号

15固有値問題の発展 対称行列，i]'[交行列，正規江交基底， 一次形式，符号

ラア A：知紐の定着・確認 〇 教只による講義に加えて．演習問題を解いてもらう携会を設けます。沙
工そ

習熟度別クラス編成を行います。

1ク B：意見の表現・交換
習問題に積極的に取り組むことによって，その前後の講義の理解度が高 夫の

ーア C．応用志向
まります。 他

ンイ の
グブ D：知紐の活用・創造

゜時間外学惰
準傭 大多数の学生は，毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全 15時間）。 教科書をあらかじめ醗んでおき，疑問点を整理しておくと良いでしょう

学修 ． 
の内容と時

事後 大多数の学生は，毎週2時間程度の復習 （継続的な学習）が必要です（全30時間） 。教科書やノートを参考に自分で練習問題を解くことが，学力の定着にく
間の目安

学修 ながります。

高橋 大輔著・理工基硝線形代数，サイエンス社， 2000年

教科書

石原繁編：大学数学の基礎，裳華房， 1999年

参考書 基礎数学研究会編：新版基礎線形代数，東海大学出版会， 2007年

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評学期末統一試験 50箕

゜゚ ゜価 中間試験や小テストなど 50芦

゜゚ ゜の

方
法
及

び
評

価

罰合 学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。基礎的な計算を主要な題材とした統一試験の問題を作成し，所属クラスによって不公平が生じな

いよう十分な配慮を行います゜

注意事項
講義に参加する，文献を顆ぺる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予偏知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更するこ とがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式

基礎解析学3(Basic Calculus 3) 

S112F004 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 吉川周二．馬場渭（非）沖田匡聡（非）．吉田祐治 （非）

選択 2 2年 理工学部 前期

E-mai I 内繰

授 われわれのまわりの自然現象が，さまざまな関数を使って記述されることに気づいてもらいます。そのうえで，それらの関数の性質を調べるための手段・道具として多変数

集 llll数の微分積分法の基礎を打につけます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに直点を置きます。他の自然科学の分野との閲連を瓜視し，つ
の ねに抽象的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と開連づけて理解することを目指し

概 ます．

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1基本的な関数の侶微分や頂積分などの単純な計算，典型的な計算がつねに正しく実行できること。

゜目標2論理的な文章をじっくりと読んで，書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。 00  
目標4 ヽ

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

浸集の内容

1微分法の基礎理論：偏徴分，微分の連鎖，陰関数

2微分法の基礎理論 ：偏微分，微分の連鎖，陰関数

3微分法の基礎理論・偏微分，微分の連鎖，陰関数

4微分法の基礎理論：偏微分，微分の連鎖，陰関数

5微分法の基礎理論：偏微分，微分の連鎖，陰関数

6積分法の基礎理論：重積分，逐次積分，変数変換

7積分法の基礎理論：頂積分，逐次積分，変数変換

8 中間テス ト

9積分法の基礎理論：重積分，逐次積分，変数変換

10積分法の基礎理論：重積分，逐次積分，変数変換

II微積分の応用 ・極値問題，立体の体積や表面積

12微積分の応用 極値問題，立体の体積や表面積

13微積分の応用 ．極値問題，立体の体積や表面積

14微積分の応用 ：極値問題，立体の体積や表面積

15微積分の応用 ：極値問題，立体の体積や表面積

ラア
A：知謙の定着・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題を解いてもらう携会を設けます。沙

工そ
演習問題を豊宮に準備している。

lク B•意見の表現 ・ 交換 習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の911義の理解度が高 夫 の
- T 

C．応用志向
まります。 他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時間外学修
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間）．

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週 2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。
間の目安

学修

長絞憲一，橋口秀子，横山利章著：明解微分積分，培患館

教科書

(1)佐藤恒雄，吉田英償．野澤宗平，宮本育子著 ：初歩から学べる微積分学，培風館

参考書 (2)石原繁編 ：大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間テストや小テスト ・演習など 50% 

゜゚ ゜価 期末テスト 50" 

゜゚ ゜の

方
法
及

び
評
債i

割
学期末の絞一試験の結果に担当教貝の判断を加味して総合評価を行います。基礎的な計算を主要な題材とした統一試験の問題を作成し，所属クラスによって不公平が生じな

合
いよう十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

基礎代数学3(Basic Alcebra 3) 

S112F005 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 小畑経史、武口博文（非），新庄慶基（非）

選択 2 2年 理工学部 前期

E-mai I 内線

授 行列の図形を移動させる働きに着目して，どのような行列によって，どのような図形が，どのような図形に移るかを考えます。抽象的な概念に対して，その具体的なイメー

集 ジを思い浮かべる練習をします。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。他の自然科学の分野との関連を直視し，つねに抽象

の的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓 ヽ

員体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1連立一次方程式の解法を理解し，固有値や固有ペクトルの計算に活用できること。

゜目標2 綸理的な文章をじっくりと糀んで書いてあるとおりに理解できること．

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること．

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

2行列の基本変形とその応用 ： 基本変形．階数．逆行列，連立一次方程式

3行列の基本変形とその応用 ： 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

4行列の基本変形とその応用 基本変形，階数．逆行列，連立一次方程式

5行列の基本変形とその応用 ： 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

6行列式とその応用 ・ 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベクトル

7行列式とその応用 ． 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベクトル

8行列式とその応用・ 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベクトル

9行列式とその応用： 行列式置換，符号，余因子展開，外積ペクトル

10行列式とその応用 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ペク トル

11固有値とその応用・ 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

12固有値とその応用 ： 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

13固有値とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

14固有値とその応用： 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

15固有値とその応用 ： 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

ラア
A：知謙の定着・確認 o 教只による講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を餃

工そ
習熟度別クラス編成を行います。

lク B・意見の表現 ・交換
けます。演苔問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の

夫の
ーア C.応用志向

理解度が高まります。 他
ンイ の
グブ D：知諜の活用 ・割造

゜時間外学修
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全 15時間）。あらかじめ教科書を醗み疑問点を整理しておくこと、計算問題を解いて

学修 おくことはよい予習のやり方です。
の内容と時

事援 犬多数の学生は、毎週 2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間）。ノートを読んで論理の進行を追えるか確かめてください。練習問題('
1111の目安

学修 算問題、証明問題）を解くことは、理解の定着のためには必須の事項です。

高橋 大輔著 ：理工基礎線形代数，サイエンス社

教科書

石原繁編・大学数学の基礎，裳蘇房

参考書 基礎数学研究会編 ．新版基礎線形代数，東海大学出版会

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目櫂 目橿 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 学期末杭一試験 50% 

゜゚ ゜価 中間試験や小テスト 50% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

劉
全クラスで学期末杭一試験を実施します。

合
基礎的な計算を主要な題材とした統一試験の問題を作成し，所属クラスによって不公平が生じないよう十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を顎ぺる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に拳げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（ 分野） 授集形式

力学(Meehani cs) 

S112F006 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 長屋智之，末谷大道，岩下拓哉，近藤隆司

選択 2 1年 理工学部 前期

E-mai I nagaya@o i ta-u. ac j p. suet an i Clo i ta-u. ac,j p, t iwash i ta@o i ta-u. ac. j p. ryuj i -kondo@sus i. 

授力学は物理学の分野の中で最も基礎的なものである。物理法則の基本理論を簡潔に記述しており ，他の分野の体系化を行う際のモデルとなる。ここでは，質点に作用するカ

業と運動の関係について，微積分を基礎にしたニュートンカ学を学び，これをもとに物理学の基本的考え方を理解する。

の

概

蔓 ヽ

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1座標，速度，加速度の関係を微分 ・積分を用いて記述する運動学を理解できる。

゜目標2 ーュー トンの運動方程式を理解できる。

゜目標3仕事とエネルギーについて把捩し，保存力について力学的エネルギー保存則を理解できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1運動の表し方 (1) 位置と座標系，極座標，次元

2 運動の表し方 (1) ベクトルの基本，問題演習

3運動の表し方 (2) 速さ，速度，加速度，等加速度運勤

4 運勲の表し方 (2) 円運勲，ホドグラム

5運動の表し方 (2) 問題演習

6カと運動 ニュートンの運動法則，色々な力

7カと運動問題演習

8 中間試験

9色々な運動放物運勤，空気抵抗

10色々な運勁 微分方程式の変数分離法による解法

11色々な運勘束縛運勤，単振動

12色々な運勤演習

13エネルギーとその保存則仕事保存力

14エネルギーとその保存則 位置エネルギー，エネルギー積分

15エネルギーとその保存則 問題演習

ラア A：知様の定着 ・確認 o内容の理解には数式の導出が必要になるため，講義の途中で隣の学生と
工そ

LIIS(Moodle)を利用する。

1クB．意見の表現・交換
の教え合いの時間を設ける。演習問題は宿題とし，受謂生が必ず解答す 夫の

- T C• 応用志向
る。 他

ンイ の

グブ 〇：知織の活用・創造

時間外学惰
準傭 教科書や参考文献等の情報を必要に応じて予習する (15h)。

学修
の内容と時

事後 演習課題に取り組む(45h),
間の目安

学修

永田一清著 「新 ・基礎力学Jサイエンス社， 2005年

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目樗 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
籟
評中間テスト 50" 

゜゚価 期末テスト 50" 

゜゚ ゜の

方
法

及

び

評
価

劉

合

高校までの力学と違って，微積分をペースにして運動の法則を考察する。高校までの数学的知識が不足していると，講義内容が分からなくなるので，高校数学の復
注意事項 習を行うこと。教只が指示する宿題を行うこと。

備考
再履修は，元々受講していた教只のクフスを受讀する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】 ／（ 分野） 授業形式

サイエンス基礎(Fundamentalsof Science) オンフイン（オンデマ

S112F007 ンド型）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 長屋行之．近藤隆司．末谷大道．芝原雅彦．永野昌博，泉好弘，小西美穣子，西垣肇．石川雄一

．高見和1也

必修 2 1年 理工学部 後期

E-mai I 内線

授 将来エンジニアを目指す者として知っておくべき科学的な基礎事項，法則等を物理，化学，生物，地学の各分野に関するトビックを取り上げて紹介する。自然科学の基礎研

集 究が重要な工学的応用につながった例を挙げ，科学と工学の連携の重要さを教える。この講義を通じて科学的なものの見方，考え方を養い，科学的なマインドを持った工学

の 者を養成する事を目的とする。

概

憂

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 エンジニアが知っておくべき科学的な基礎事項を理解する

゜
00  

目標2 科学と工学の連携の重要性の理解する

゜゚
0 0  

目標3 事例に対するその基礎となる現象や法則を学び理解を深化する

゜゚
00  

目標4

目標5

目標6

目標1

目標8

目標9

目標10

授集の内容

l （長屋）液晶の基礎研究とディスプレイ応用液品の科学史，液品霞気対流，液晶ディスプレイに関する話題を提供する。

2 （岩下）液体の科学と物理学 ：物質の三態の一つである液体の基礎について学び，液体に関連する粘弾性の例を概観する。

3 （末谷）非線形リズム現象とその機能 ：我々の自然界では，系の非線形性とエネルギー散逸のバランスによってリミットサイクルと呼ばれるリズム現象が発生し

4 （近藤）エネルギー保存則を考える ：永久機関や，蒸気機関ニュートリノ，核融合，あるいは日常に関わる疑問等を取り上げて，エネルギーに関して考察する。

5 （芝原）有機太陽電池：現在エネルギー問題は喫緊の謀題である。本講義では，これまでのエネルギーの問題点と有機化合物を利用した有機太陽電池について解

6 （永野）生物多横性と生態系サー ビス • 生態系を支える生物多様性。生態系から生みだされる生態系サーピス。それらのシステムを理解し， それを保全 ・ 修復す

7 （北西）遺伝子の分析と操作：遺伝子の構造と遺伝子発現の基礎を学び，遺伝子の分析方法やその応用例に触れる。

5 （泉） 勤物の体細胞クローン ：DNAの複製，体細胞分裂，動物の体細胞クローンの作成方法を解悦し，クローン研究の背景や生物学的意義について埋解を深める。

9 （泉） ES細胞と iPS細胞 ：ES細胞やiPS細胞などの作成方法や問題点，再生医療への応用例を解餃する。

10 （小西）天体観測能力向上の歴史 ．宇宙を理解するためには，さまざまな天体からの情報取得が必須である。天体までの距離測定技術は天文学には最も本質的な

11 （小西）現代の天体観測技術の例・天体の基本的な物理量を測定することによって，宇宙がダイナミックに進化しているという描像が得られてきた。ここでは最

12 （西垣）地球科学と科学技術：地球科学において，観測と数値計算の例をあげ，科学技術がどのように頁献しているのか，説明する。

13 （西垣）地球科学とその特徴 ・地球科学において，詫現象がどのように窮識 ・理解されているのか，概税する。

14 （石川）タンバク質源の不足への対応 ・ 「昆虫Jを「次世代の機能性（タンバク質）食料」とする生産動向の現状

15 （右見）自然科学と情報科学：基礎科学研究のための情報技術の応用として，様々な数値計算手法，統計的手法などの実例を用いて学習する。さらに，人工知能

ラア
A• 知諜の定着・確認 0基礎となる現象や法則を学び，振り返りを実施して知識をより深いもの

工 そ

1ク B．意見の表現・交換
へと向上させている。 夫の

-- T - c：応用志向
他

ンイ の
グブ 〇：知諏の活用・創造

゜時間外学修
準備 プリン トの予習 (30分）

学修
の内容と時

事後 授業の復習 (60分）
間の目安

学修

講義の際に適宜紹介する。

教科書

適宜プリント等を配付する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績 。

゜゚
評 レポー ト 100% 

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
なし

なし
備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】 ／（分野 ） 授業形式

機械数学(Mathematicsfor mechanical en&ineerin&) 

Sl 130000 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教日

氏名 栗原央流

選択 2 1 理工学部 前期

E-mai I 内練

授 常微分方程式による物理現象，とくに質点の力学系の論理的な記述を行いその理解を深める．高等学校で学習する初等関数の微積分の復習，関数の極限，微分と積分の定義
集 について理工系の学部で要求されるレベルでの知諏を身につけるまた，本講義は動画資料に基づいたオンデマンド形式で実施する

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1質点力学の系を常微分方程式を用いて定式化できる 00  
目標2微分方程式を適切な初期条件のもとで解くことができる 00  
目標3微分方程式による記述から物理的なイメージを得る ことができる 00  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目憬9

目標10

慢業の内容

1初等関数の微分（復習）

2初等関数の積分（復習）

3 関数の極限と連続性

4微分積分学の基本定理

5微分方程式

6微分方程式の初期値問題

7変位と速度，加速度

8 質点の力学と運動方程式

9様々な力学の問題の定式化

10多変数関数の微分と侶微分方程式

11電磁気学における微積分の利用

12常微分方程式を用いた電気回路の表現

13微分方程式を用いた電磁気学の問題解法

14熱力学的量と偏微分

15熱力学の法則と微分形式

ラア
A• 知様の定着 ・ 確認 〇各回ごとに発展的な内容を含む宿題を比較的高頻度で課す

工そ
lク B：意見の表現・交換 夫の
-T  c：応用志向

゜
他

ンイ の
グ ブD：知罷の活用 ・創造

時間外学修
準備 高校で学んだ数学と物理の復習 (I時間～2時間／回）

学修
の内容と時

事後 力学 ・熱力学の詫問題に対する微積分やベク トル解析の利用 ・応用 (1時間／回）
間の目安

学修

初回の講義時に指定する

教科書

参考書を指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目憬 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜゚ ゜
評 期末試験 90" 

価 レポート 10% 

゜゚ ゜の

方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項
微積分や三角関数の理解に不足があるものは，高校の物理と数学の教科書を準備すること

傭考
再試では試験 100％で評価する．

再試における評価は最大でも C とする

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名〉 区分・ ［新主題】／（分野） 授業形式

物理学実験(PhysicsLaboratory) 

S1430000 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

自然科学必．修電 1,2年（電気，桟胃
氏名 長屋咎之，近薩隆司

気電子：
2 

子コース
理工学部 前期

，応用化学， 械コースは1

機械：選 年後期から， E-mai I nagayatloita-u.ac jp, tiwashita@oita-uac.jp, ryuj i-kondo@susi.oita-u.ac.jp 内線

授 初めに有効数字や不確かさの処理に関して基本的な技術を習得する。これには不確かさの分布に関する理解，間接測定における不確かさの見積もり，関数霞卓，表計算ソフ

業 トの使用法などが含まれる。この技術の習符をテストで確かめる。その後，物理の基礎的な実験に取り組む。実験は原則二人一組で行う。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1有効数字や不確かさの処理に関して基本的な技術を習得する。

゜目標2 物理系の基本的な実験装置を使えるようになる。

゜目標3表計算ソフトを使って実験データを解析できるようになる。

゜ ゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1実験データ処理の基礎 レポート作成の心得，有効数字，直接測定の不確かさ

2実験データ処理の基碕 間接測定の不確かさ，最小二乗法，表計算，データ処理演習

3実験データ処理のテスト

4 ポルダの振り子 （測定）

5 ポルダの振り子 （解析）

6回折格子と水素原子のスペクトル（測定）

7回折格子と水素原子のスペクトル（舷析）

8剛体の運勤

9霞気抵抗の測定 （測定）

10霞気抵抗の測定（解析）

11比重瓶による物質の密度測定

12交流回路の観測（キルヒホッフの法則）

13交流回路の観測（共振現象）

14運動方程式の数値的解法

15実験予備13

ラア
A：知諜の定着 ・確認 0グループ内で協力して結果を導出し，その結果についての考察をディス

工そ
解析結果のチェックにLSM(11oodle)を利用する。

1ク B•意見の表現 ・ 交換 カ゚ッションして実験レポートをまとめる。 夫の
--T - c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ 0：知謙の活用 ・創造

時関外学修
準備 実験内容の予習(50h)

学修 I 

の内容と時
事悛 行った実験謀題について反省点を整理し，次の実験課題の注意点を整理する(IOh)

間の目安
学修

学術図書出版長屋智之，近藤隆司，小林正著物理学実験 2 0 1 8年

教科書

教科書にホす書籍を適宜参照すること。図書館で関連する書藉を探し，その内容をよく顆ぺて報告書の考察や設問を作成すること。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

データ処理，不確かさテスト 30~ 

゜ ゜
評

価 実験課題についてのレポート 70" 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

割

合

不確かさのテストの成績が基準に達しない湯合は実験を行うことができない。追試験は行うが，それでも成績が基準に達しない場合は不可になる。
注意事項 実験ノートを用意し、関数電卓またはノートパソコンとともに毎回持参すること。実験のテーマは各班によって異なるので事前に確認しておくこと。

備考
実験機材の都合上，履佐人数を110名以内とする。希望者が多数の場合は，必住の学科 ・コースを優先し，残りの人数を抽選で決める。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（ 分野） 授業形式
工業力学基礎 ・濱習(FundamentaI Meehan i cs for Engineering) 

S113D001 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名劉孝宏

必修 2 1年 理工学部 後期

E-mai I ryuto i ta-u. ac.j p 内練 7775 

授本授業は，工業力学の基礎的な内容に加え，機械工学全般の基礎となる数学や物理現象（力学）に関する講義を行い，機械工学の他の専門科目を履住する上で必要な基本的

業 内容を理解し．それを応用できることをねらいとする。授業を通して学生に期待することは，数式の取扱 ・微分積分 ・単位などの知識を再確認することと共に， 「記境に頼
の らない理解」や 「考え方」の必要性を認識し心掛けてもらうことです。

概

憂

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1カの合成 ・分解および力のモーメン トの算出ができる。

゜目標2 カのつりあいの関係から接触点や支点に作用する力を算出できる。

゜目標3 節点法，切断法等を用いてトラスに作用する力を求めることができる。

゜目標4 教科書に示す物体の直心位脱を求めることができる。

゜目標5教科書に出てくる点の運動に関して．速度および加速度を導出できる。

゜目標6運動の法則を用いて，慣性力，向心力，遠心力を導出できる。 0 

目標7教科書に記載されている系の慣性モーメントが計算できる。

゜目標8 剛体の平面運動の運動方程式を導出できる。

゜目標9運動量保存の法則を用いて，物体の衝突について，速度や角速度を計算できる。

゜目標10

牒業の内容

1カの合成と分解

2カのモーメン ト

3着力点の異なる力の合成

4接触点 ・支点にはたらくカ

5着力点の異なる力のつりあい

6 トラスに作用するカ

7物体の重心

8 点の運勤（速度と加速度）

9平面運動相対運動

10運動の法則，慣性カ

11向心力と遠心力

12 Jilllj体の回転運動と慣性モーメント

13剛体の平面運動の方程式

14運動量と力積，角運動量

15運動量保存の法則

ラア A：知紐の定着 ・確認 〇毎週課題を課し提出させる。課題は自動採点され，各自で，理解度の日
工そ

オンデマンド教材により，学習効果を高める。

IクB：意見の表現・交換 認ができる。質問は，メール，オンライン，対面のいずれでも可能であ 夫の
ーア c応用志向

る。 他
ンイ の
グブ D知紐の活用・創造

時間外学修
準傭 プキス ト・参考書による予習 (2h/回）。

学修
の内容と時

事後 プキスト ・参考書 ・ノー トによる復習 (1h/回）、および課題の作成 (1h/回）。
間の目安

学修

工業力学、青木 ・木谷奇、森北書店

教科書

「機械力学」 ．末岡淳男，綾部隆，共立出版 など

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題演習 30% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜価期末課題 70% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜の

方
法
及

び
評

価

割合 課題演習と期末課題の合計が60点以上を合格とします。

注意事項
授業に2/3以上出席していない者の試験の受験は認めません。

備考
本科目は，機械コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2に対応します。再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとします。

リンク
URL I 



担当教只C

実務右経鉦験(T,

゜教只江の藝実召 劉孝宏 九州松下鼈器

実務経験を

い守か内し容た乾 企業のおける製品設計を反映できる力学分野の教脊を実施している。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】 ／（分野） 授業形式

微分方程式(DifferentialEquations) 

S1130002 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 吉川周二 ／内田俊 ／豊坂祐樹

機械は必修．
2 2年 理工学部 前期

他はA選択

E-mai I r fukudaOo i ta-u. ac. j p（福田） 内線 7860（福田）

授 様々な分野で使用される常微分方程式について，基本的な概念や考え方を身につけた上で，微分方程式が必要となる状況や解が持つ意味などの理解を目指します。特に， 2 

集 階までの線形微分方程式にたいしては，基本的な計算が出来るようになり，それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせるようになることを目標とします。

の

概

蔓

員体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1常微分方程式の一般解，特殊解，解の一意性といった基本的な概念を身につける。

゜目標2 1階および2階の常微分方程式に対して，斉次，非斉次の場合に一般解や初期条件を鴻たす解を求められるようになる。

゜目標3 定係数の連立微分方程式に対して，一般解を求める汎用的な考え方を理解する。

゜目標4 連立微分方程式と闇階の線形微分方程式の関係を理解する。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1微積分の復習その 1（初等関数と微分）

2微積分の復習その2（積分）

3微分方程式入門（方程式の種類， 解について）

4 定係数1階常微分方程式（斉次）

5 定係数1階常微分方程式（非斉次）

6 I階常微分方程式（非定係数）

7 I階常微分方程式（まとめ，発展）

8 定係数斉次 2階微分方程式

9 定係数非斉次2階微分方程式

10初期値問題

II非定係数2階微分方程式

12 2階常微分方程式（まとめ，発展）

13連立微分方程式と高階の徴分方程式

14連立微分方程式の解法

15全体の復習および発展

ラア
A：知諜の定着・確認 〇授業の方針や関連事項，演習の解答例および，補足貌明を胃ebページで

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問

1ク B：意見の表現・交換
公開し，

夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

- T c：応用志向
これらを用いた時間外の学習を前提として授業を行う。 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ D：知靡の活用・創造

゜時間外学修
準傭 今までに学習した内容を，教科書やWebベージなどで復習する。シラバスの貌明や事前の予告により，次に必要となる事項を予測しあらかじめ基礎となる事lj

学修 については理解しておく。（演習を解くのに要した時間の 3倍程度の学習が必要） （30h) 
の内容と時

事後 学習した内容に対して，演習を中心に，分からないことを整理する。その上で，教科書， Webページなどを用いて，理解するための復習をする。最終的に分力
間の目安

学修 らない部分を教且に質問，相餃する。（演習を解くのに要した時間の5倍程度の学習が必要） （15 h) 

微分方程式概説（サイエンス社）

教科書

参考書は指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習（レポー トを含む） 30% 

゜゚ ゜゚価 試験 70'.lli 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び

評

価

劉

合

理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。
注意事項 この授業は複数の教只で分担して担当しています。 教且によって扱いが違うところがありますので，レポートや試験などのアナウンスはどちらの教只のものな

連絡先は統括をしている福田のものです
傭考 担当の教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題l/（分野） 授業形式
機械物理学(Physicsof Machinery) 

S113D003 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名山本隆栄

選択 2 2年 理工学部 前期

E-mai I tyama@o i ta-u ac. j p 内線 7777 

授 機械物理学では，機械工学において基礎となる力学系科目である材料力学，流体力学，熱力学，機械力学の学習に必要な，機械工学分野における物理現象の基本原理への理

集 解を深め．同分野における詫問題を解く能力を養うことを目標とする．

の

概

憂

頃体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1衝突現象を理解し，衝突運動の解析ができる．

゜目標2仕事，エネルギー，動力の概念を理解し，計算できる

゜目標3摩擦の概念を理解し，すぺり摩擦，ころがり摩擦についての例題を解くことができる

゜目標4ペルトの摩擦，プレーキ，軸受の摩擦についての例題が解くことができる．

゜目標5てこ，滑直，斜面を用いる場合の運動を解析し，仕事を計算できる．

゜目標6 くさぴ，ねじの作用原理を理解し，摩擦力を計算できる．

゜目標7機械の効率の概念を理解し，計算できる

゜目標8

目標9

目標10

授業の内容

1衝突（向心衝突）

2衝突（斜めの衝突）

3仕事（仕事の単位，ばね力のなす仕事）

4仕事（重力のなす仕事，回転の仕事）

5エネルギー（位置エネルギー，運動エネルギー，回転体のもつエネルギー）

6エネルギー（力学的エネルギー保存の法則）

7動力

8すべり摩擦

9 ころがり摩擦，ペルトの摩擦

10プレーキ，軸受の摩擦

IIてこ，滑車（定滑直，動滑直，複合滑直）

12滑車（差動滑車），輪軸

13斜面（斜面）

14斜面（くさび）

15斜面（ねじ），機械の効率

ラア
A• 知様の定着・確認 Oレポート課題による知識の定着 ・確認

工そ

lク B意見の表現 ・交換 夫の
--T - c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知聞の活用 ・創造

時間外学修
準傭 教科書や自分に合う参考書を用いて必ず予習・復習を行うこと． （1. Sh/回）

学修
の内容と時

事後 講義ノートを用いて理解度を高めること (L Sh/回）
間の目安

学修

「工業力学」青木弘，木谷行共著（森北出版）

教科書

「工業力学入門J伊藤勝悦著（森北出版）

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末テスト 80" 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜価 レポート 20% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜の

方
法

及

び

評
価

割
期末テストおよびレポートを総合した得点で， 60点以上の者を合格とする

合

注意事項
特になし

備考
本科目は，機械コースのJABEE 学習・教育到達目標のうち， A-2に対応する．

再試では試験 100％で評価する．再試における評価は最大でも Cとする．

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（分野） 授業形式

フーリエ解析(FourierCalculus) 

S1430001 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

メカトロ．遠
氏名 内田俊／豊坂祐樹 ／馬湯渭

築(R3以前入
2 2年 理工学部 後期

学）は必修．

他はA選択 E-mai I r fukuda@o i ta-u. ac. j p（福田） 内線 7860（福田）

授 理工学分野の詫現象を解析する場合，そのモデルとして現象を微分方程式で記述することが多くあります。 この授業では，初等微積分学の基礎知識を積分変換としてのラプ

集 ラス変換，フーリエ変換について解税し，応用数学の視点からここで得た知繊を基本的な諾現象に関る常微分方程式 ・偏微分方程式に適用し，これらを解くことで微分方程

の 式の物理的な概念を把捉できるように導きます。また，積分変換に関連して直交関数，デルタ関数についても解説し，数式と現象の相互関係をより深く理解できることを目

概 的とします。

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 フー リエ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する。

゜目標2 積分変換において必須と考えられる直交関数．デルタ関数について理解する。

゜目標3 ラプラス変換， フーリエ級数，フーリエ変換についてその数学的解析手法を條得する。

゜目標4 上記手法の物理学的意味を把担し，工学専門領域で応用できるようになる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1微積分学の総論

2微分積分の復習

3 基本的な常微分方程式の解法(I階）

4 基本的な常微分方程式の解法(2階，それ以上）

5 特殊な関数（デルタ関数）

6 積分変換

7 ラプラス変換の定義

8 ラプラス変換の性質

9 ラプラス変換の応用

10ラプラス変換に関する演習問題

11旺交関数系とフーリエ級数

12フーリエ変換と偏微分方程式

13フーリエ級数，フーリエ変換に関する演習問題

14デルタ関数に関する演習問題

15全体のまとめ（展望）

ラア
A：知諜の定着・確認 〇 必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問を受け付

工そ
なし。

lク B：意見の表現 ・交換
けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復習的な内容を取り 夫 の

ー- ア- c：応用志向
入れます。 他

ンイ の
グブ D知織の活用・創造

時間外学修
準備 入学前を含め，以前に学習した内容を復習しておく (20h)。

学修
の内容と時

事後 それぞれの時点までの内容を理解するまで復習する。 また，演習またはレポート課題が与えられた際にはその課題にも取り組む(5h)．
間の目安

学修

教只ごとに授業のはじめに配布もしくは事前に指定します。

教科書

ラプラス変換とフーリ エ解析要論田代著森北出版

参考書

成 評佃方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習またはレポート課題 30% 

゜゚ ゜゚価 期末試験 70% 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

劉
主に期末試験で評価します。必要に応じて最大3割程度，演習またはレポートの点数を加味します。

合

注意事項
わからないところは自分で調ぺたり質問したりして積極的に解決してください。

傭考
連絡先は全体を統括している福田のものになっています．

担当教且の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください

リンク
なし。

URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

確率統計(ProbabiI ity and Statistics) 

S1430002 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 小畑経史 ／ 吉田祐治 ／ 武口博文

A選択 2 2年 理工学部 後期
． 

E-mai I 内線

授 理学や工学における様々な数値を解析する上で，確率的なモデル化をしそれを統計的に処理することが有効であることが多々あります。 この授業では，代表値や散布度，

集共分散相関係数といった数価データを処理するための概念を学び，それらを「分布」に基づいて理論的に抽象化 した上で基本的な統計的処理を学びます。具体的には，デ

の 一夕整理から始まり．独立性に基づく種々の性質を理解し．正規母集団からの無作為抽出を用いた各種パラメータの推定に対して， x二乗分布， t-分布， F-分布を用いた区

概間推定や統計的仮説検定について，理論的に理解した上で正しく使いこなす技術を身につけます．

妻

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1与えられた数値デークに対して，代表値や散布度，共分散，相関係数の値を計算したり，度数分布表やヒス トグラムを用いて状

゜目標2基本的な確率の性質，ベイズの定理などの条件付確率関わる性質を理解する。

゜目標3確率変数の分布に関して，離散的な分布や密度関数を持つ分布に関して，平均や分散の計算が出来るようになる。

゜目標4 正規母集団に関する，平均パラメータ分散パラメータ， 2種類の分散パラメータの比，に対してx―乗分布， t-分布， F-分布を

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1概論，授業内容，評価方法

2 度数分布表，ヒストグラム，代表値

3散布度，相関係数

4 事象確率，条件付き確率，ベイズの定理

5確率変数分布，離散的な分布

6 連続的な分布，密度関数

7多変数の分布独立性

8 大数の法則，中心極限定理

9 前半のまとめ＋小テスト

10区間推定，統計的仮悦検定（正規分布の場合）

11 X 2分布を用いた推定，検定
ヽ

12 t分布を用いた推定，検定

13 F分布を用いた推定，検定

14片側検定

15全体のまとめは：用や発展的内容など）

ラ ア
A：知謙の定着 ・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を粕

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを餃定し，常時質問

1ク B：意見の表現 ・交換
けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫 の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

ー ア c：応用志向
理解度が高まります。 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ 〇：知諜の活用 ・創造

゜時間外学惰
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習が必要です（全15時間）。あらかじめ参考書を醗み疑問点を整理しておくこと、計算問題を解いておくことはよいう

学修 習のやり方です。
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習が必要です（全30時間） 。ノートを読んで論理の進行を追えるか確かめてください。練習問題（計算問題、証明問艮
間の目安

学修 ）を解くことは、理解の定着のためには必須の事項です。

バワーアップ確率統計（辻谷将明、和田武夫著）共立出版

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目樗 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評レポート，演習 30% 

゜゚ ゜゚価 試験 70¥li 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

傭考
連絡先は統括をしている福田のものになっています．

担当する教且の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式

ベクトル舷析(VectorCalculus) 

S1430003 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

福祉メカ．建
氏名 内田俊，豊坂祐樹（非），馬場清（非）

築(R3年度入
2 2年 理工学部 後期

学以前）は必
修，他はA選 E-mai I r fukudaOo i ta-u. ac j p（福田） 内線 7860（福田）

授 3次元空間の中の物体など、ベク トルで表された解析対象を，微分や積分を用いて解析する上で必要となる概念や性質についてその基本的な部分を解説する。形式的な計算

集 だけではなく 、理綸的な背最を正しく理解して 3次元空間のイメージをベク トル解析の立場からとらえ、実際の現象を数式に結びつけることのできる感覚を身に付けること

のを目的とする．

概

蔓

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 曲線の長さ、曲率、曲面の面積、スカラー場やベク トル湯の勾配、ラプラス演算子、 線積分、面積分、体積分などについて正し

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1線形代数と微分積分の総論

2線形代数の復苔

3微分積分の復習

4 空間曲線

5接線ペクトル，主法線ベクトル，従法線ベクトル

6 曲率，ねじれ率

7 曲面（面積，接平面）

8 スカラー場の微分

9 ベクトル場の微分（微分濱算子）

10スカラー場，ベク トル培の微分の公式

II線積分

12面積分

13ガウスの発散定理

14グリーンの公式とストークスの定理，

15ベクトル解析の展望

ラア A•知鰈の定着・確認 〇教且による講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を設
工そ

必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを殷定し．常時質問

lクB：意見の表現・交換 けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

ー- ア- c：応用志向
理解度が高まります。 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ 〇知靡の活用・割造

゜時間外学修
準備 今までに学習した内容を，教科書やWebページなどで復習する。シラバスの1l1.明や事前の予告により，次に必要となる事項を予測しあらかじめ基礎となる事乃

学修 については理解しておく。（演習を解くのに要した時間の3倍程度の学習が必要） （30h) 
の内容と時

事後 学習した内容に対して，演習を中心に，分からないことを整理する。その上で，教科書， Webページなどを用いて，理解するための復習をする。最終的に分力
間の目安

学修 らない部分を教且に質問，相餃する。（演習を解くのに要した時間の5倍程度の学習が必要） （15h) 

基礎と応用ペクトル解析．サイエンス社

教科書

指定なし

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習（レポートを含む） 301' 

゜価 試験 70li¥ 

゜の
方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

この授業は複数の教只で分担して担当しています。 教只によって扱いが違うところがありますので， レポートや試験などのアナウンスはどちらの教Rのものな

傭考
連絡先は，全体の統括をしている福田のものになっています．

担当教只の連絡先が分かる場合はそちらに連絡して下さい．

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・［新主題 】／（ 分野） 授集形式

環境地球科学(Envi ronmenta I Earth Sciences) 

S1430005 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名西垣肇

選択 2 2年 理工学部 後期

E-mai I gak i@o i ta-u. ac.j p 内線 7571 

授地球科学のうち．地球環境や自然環境に関連深い話題を中心にとりあげる。固体地球の活勲，岩石の形成と変化，大気放射， 海面運動などを扱う。これらの現象が幅広い空

集間・ 時間スケールからなり，多様な手法によって知られ，理解されていることを，紹介する。

の

概

蔓

頃体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1地球の基本的な特徴と詫現象を述べることができる。

゜目標2 地球やその諸現象がどのように認臓 ・理解されているのかを貌明できる。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

吸業の内容

1導入

2地球の概観

3地球の重力と地磁気

4 プレー トテク トニクス

5地震

6火成活動と火成岩

7堆積岩と地層 ・変成岩

8地球環境の変遷

9 日本列島の成り立ち

10大分只の地質

11大気における放射

12溢室効果と気候

13大気と海洋の大循棗

14海面の波と潮汐

15地球科学の特徴

ラ ア
A•知紐の定着・確認 o事前に質問を提ホし，受講生に既存の知識や考えを確認してもらう。

工 そ

lク B．意見の表現・交換 夫の

ー アc：応用志向
他

ンイ の

グブ 〇：知諏の活用・ 創造

時間外学惰
準備 各話題について、既存の知識を確詑 ・整理する (!Oh)

学修
の内容と時

事後 小テスト ・課題問題に取り組む(lOh)。納符がいくまで調ぺ，考えて復習を行う (20h).
間の目安

学修

教科書を指定しない。

教科書

ニューステージ新地学図表．浜品書店

参考書 高校「地学基礎J ・ 「地学」の教科書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト ・課題レポート 4吸

゜゚価 定期試験 60% 

゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

傭考
複数学科科目であるが、具体的な到達目標の 「DP等の対応Jは自然科学コースのDPを記載している。

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（ 分野） 授業形式

宇宙科学概譲(Introductionto Astrophysics) 

S1430006 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名小西美穂子

選択 2 2年 理工学部 後期

E-mai I mkon i sh iOoi ta-u.ac.j p 内線 7336 

授 科学的な見方や考え方を養う上で、自然を総合的に見ることが重要である。われわれの住む地球を取り巻く環境として、宇宙に存在する多様な天体を知り、宇宙の構造をさ

集 まざまなスケールで理解することによってその視野を手に入れることができる。

の

概

蔓

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1宇宙の全体構造が税明できる

゜ ゜目標2 天文学の基本的な事項を説明できる

゜ ゜目標3 天体の多様性とその関連性を比較できる 00  

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

浸業の内容

l天文学の概要と観測手法

2 地球と月

3 惑品の性質と運動

4 小惑星と隕石

5太陽系の形成

6 恒品の基本的物理量

7 前半のまとめと中間試験

8 恒品の進化l

9 恒品の進化2

10恒品の内部と核融合反応

11様々な恒品の性質1

12様々な恒品の性質2

13天の）1|銀河

14銀河の分類と特徴

15宇宙のはじまり

ラア
A：知諜の定着・確認 〇講義中に演習や小テストを行う。

工そ
Moodleを使用する。

lク B：意見の表現 ・交換 夫の
ーア c：応用志向

他
ンイ の
グブ D：知鰈の活用 ・創造

時間外学修
準傭 資料を用いた予習 (2h/回）

学修
の内容と時

事後 小テス トや試験による復習 (2h/回）
間の目安

学修

教科書は指定しない。授業に関する資料をlloodle上に公開する。

教科書

基礎からわかる天文学 半田利弘著 （鍼文堂新光社）， 2011

参考書 宇宙地球科学佐藤文衛 ・綱川秀夫著 （講談社），2018

宇宙科学入門第2版 尾崎洋二 著（東京大学出版会）， 2010

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テス ト（毎回） 20% 

゜
。
゜価 定期試験 80% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

具体的な到達目標の「DP等の対応」は自然科学コースのDPを記載している。

｀ 傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】 ／（分野） 授業形式

複素関数(ComplexFunctions) 

S1430007 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 坊向伸隆 ／豊坂祐樹

A選 2 
機械 3年，什

理工学部 前期
2年

E-mai I 内練

授 フーリエ解析などの様々な場面で筏素数を用いた解析が用いられています。これらを正しく理解して使いこなすためには，複素関数に対する微分，積分の考え方や性質を正

集しく理解する必要があります。この授業では，複素数，複素関数に関して，四則演算や極座標などの基本的概念，コーシーの積分定理や留数の定理などの基本的性質を理解

の することを目標とします。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1複素数の四則演算，極座標表示など，基本的性質を理解する。

゜目標2 コーシー ・リーマンの方程式など複素微分に関わる性質を理解する。

゜目標3複素線積分の定義を理解し，計算が出来るようになる。

゜目標4 コーシーの積分定理，コーシーの積分公式，留数の定理など複素婉積分に関わる性質を理解する。

゜目標5 留数の定理を実積分に応用できるようになる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9 ' 
目標10

浸業の内容

1導入：複素数と複素関数

2筏素数の四則演算，大きさ，極座標表示

3 n乗根の計算

4 初等関数の複素化

5複素微分とコーシー・リーマンの方程式

6複素線積分

7 コーシーの積分定理

8 コーシーの積分公式

9 特異点，留数

10留数の定理

11実積分への応用（有理関数の積分， 1位の極の場合）

12実積分への応用（有理関数の積分， 1位の極でない場合）

13実積分への応用（三角関数の周回積分）

14実積分への応用（フーリエ積分）

15全体の復習および発展

ラア A．知紐の定着 ・確認 〇必要に応じて理解を確かめ演習やレポー トを設定し，常時質問を受けヤ
工そ

なし。

lク B：意見の表現・交換 けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復習的な内容を取り 夫の
＿ア c：応用志向

入れます。 他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時間外学修
準備 入学前を含め，以前に学習した内容を復習しておく (20h)。

学修
の内容と時

事後 それぞれの時点までの内容を理解するまで復習する。また，演習またはレポート課題が与えられた際にはその諜題にも取り組む(5h)．
間の目安

学修

教只ごとに授業のはじめに配布もしくは指定します。

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習またはレポート課題 30% 

゜゚ ゜゚ ゜価 期末試験 70% 

゜゚ ゜゚
。

の
方

法
及

び
評

価
劃

主に期末試験で評価します。必要に応じて最大3割程度，演習またはレポー トの点数を加味します。
合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

連絡先はこの科目の統括をしている福田のものになっています．
傭考 担当教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
URL I 



ナンバリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（ 分野） 授業形式

基礎理工学PBL (Project-Based Learning in Fundamental Science and Technology) オンライン （オンデマ

S1130004 ンド型、含対面）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 担当コース各教員

必修 2 3年 理工学部 前期

E-mai I 岩本光生． iwa@oit'a-uac.jp 内線 岩本光生 •7806

授 PBLとは， Project-BasedLearningつの人略材で」あり，与えられた課題に対し，自らが考え，課題解決を行う学仕形態である。社会のニーズとして，創生工学科では「工学の専門
集性を究めつつ理学の素養を併せ持 ，共創理工学科では「理学の専門性を究めつつ工学の素養を併せ持つ人材」の行成への要望がある。本謂義は，このような期待に

の 応えるため，これまで惨得した理工学の基礎的な知識や考え方，各分野の専門的導入科目や専門教育で学修した必須の学力や技術力，及び各分野の専門的知廠をもとに， l!I
概 工学分野の融合的礎を築くのが目的である。本捐義では，前半に，理工学部全体として「力」という共通のテーマを設け，共通テーマに関する各分野の講義とPBL内容につ

憂いて概説し，後半で， PBL形式の実践的な講義を実施する。

澳体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1理学及び工学における 「力」 に関して所属するコースの分野と異分野との関連性を多角的な視点で整理することができる。 00  00  0 0  

目標2 目的や意義を理解し，謀題解決のための方法について自ら考え，それを実践して結果をレポートにまとめることができる。 00  00  0 0  

目標3 プレゼンテーション資料を作成し，プレゼンテーションを行うことができる。 00  00  0 0  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンスを行う。

2 理工学概論として機核工学とそこでのPBLの内容について概説する。

3理工学概論として電気電子工学とそこでのPBLの内容について概説する。

4 理工学概論として建築学とそこでのPBLの内容について概餃する。

5理工学概論として福祉メカトロニクスとそこでのPBLの内容について概悦する。

6 理工学概論として数理科学とそこでのPBLの内容について概説する。

7 理工学概論として自然科学とそこでのPBLの内容について概説する。

8 理工学概論として知能情報システムとそこでのPBLの内容について概貌する。

9 理工学概論として応用化学とそこでのPBLの内容について概悦する。

10 PBL ガイダンス及びPBL学店のテーマに関連した課題税明を行う。

11 PBL 諜題設定を行う。

12 PBL 課題の抽出と検討を行う。

13 PBL 諜題検肘結果の整理と課題解決を行う。

14 PBL プレゼンテーションの資料作成を行う。

15 PBL プレゼンテーションと総評を行う。

ラア
A知謙の定着・確認 課題に対し、グループワークにより整理、ディスカッション、まとめ、

工そ
1ク B•意見の表現 ・ 交換 発゚表を行う。 夫の
--T -

C．応用志向
他

ンイ の
グブ D• 知紐の活用・創造

゜時間外学修
準傭 プレゼンテーション資料は，作成する時間が限られるため，時間外学習により完成させておくこと。 (25h) 

学修
の内容と時

事後 総評を参考にレポー トを作成のこと (Sh)
間の目安

学修

教科書を指定しない

教科書

参考書を指定しない

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目櫂 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評レポート 40% 

゜゚ ゜信iプレゼンテーション資料 20% 

゜゚ ゜の プレゼンテーション内容 40% 

゜゚ ゜方
法

及

び
評

価

割 く成績評価方法＞

合 理工学概論でのレポート及び各プレゼンテーション資料 ・内容により総合的に評価する。

注意事項
注意事項は，ガイダンス時及び各PBLテーマ初回時に税明する．

なし
傭考

リンク
URL I 



担当教只<T;

実務経験ヽ

゜右無

教只との騎実務岩本光生：昭和62年 4月～平成2年 12月： （株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当

教只以外て

指導に関わ

゜る実務経験

者の右無

教只以外c
指導に関わ

大坪裕行，姫野沙耶香：企業で設計業務を担当
る実務経鰍

者

実務経験を

い玄か内し”た彰 大学だけでなく企業の視点から，この請義の重要性と，大学で身につけるべき素養についての助言を行う．



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題l/（分野） 授業形式

応用理工学PBL(Project-Based Learning in Appl.ied Science and Technology) 

S1130005 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 担当コース各教員

必修 2 3年 理工学部 後期

E-mai I 岩本光生． iwalloita-u ac  jp 内線 岩本光生． 7806

授 応用理工学PBLは，基礎理工学PBLで修得した理学および工学の給合的基礎知識と，所属コースの専門分野に関するPBL(Project-BasedLearning)形式の演習による実践的知

業 識をもとに，所属コースの専門分野と異なる分野のPBLを複数回学修することにより，理工学への応用的展開への道筋を確かなものとするための主体性を涵養する科目であ

の る。本講義では，基礎理工学PBLと同様の共通テーマである「力」について，異分野との融合的領域をPBLを通じて主体的かつ実践的に学修する。

概

蔓

具体的な到遠目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1所属するコースの分野と異分野との関連性を多角的な視点で整理することができる。 00  00  00  
目標2課題解決のための方法について自ら考え，それを実践して結果をレポートにまとめることができる 00  00  00  
目標3 プレゼンテーション資料を作成し，プレゼンテーションを行うことができる。 00  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目憬10

授集の内容

1授業ガイダンス

2第 1回PBLとして，所属する学科の異分野に関するガイダンスとPBL概要を受講し，課題設定を行う。

3第1回PBLにおける，課題の抽出と検討を行う。

4第1回PBLにおける，課題検討結果の整理と諜題解決を行う (1回目）

5第1回PBLにおける，課題検討結果の整理と課題解決を行う (2回目）

6第1回PBLにおける，課題検討結果の整理と課題解決を行う (3回目）

7第1回PBLにおける，プレゼンテーション資料作成を行う。

8第1回PBLにおける，プレゼンテーションと総評を行う。

9第2回PBLとして，所属する学科の異分野に関するガイダンスとPBL概要を受謂し，課題設定を行う。

10第2回PBLにおける，課題の抽出と検討を行う。

11第2回PBLにおける，課題検討結果の整理と課題解決を行う (1回目）

12第2回PBLにおける，課題検討結果の整理と課題解決を行う (2回目）

13第2回PBLにおける，課題検討結果の整理と課題解決を行う (3回目）

14第2回PBLにおける，プレゼンテーション資料作成を行う。

15第2回PBLにおける，プレゼンテーションと総評を行う。

ラア A．知鰈の定着 ・確認 課題に対し、グループワークにより整理、ディスカッション、まとめ、
工そ

1クB：意見の表現 ・交換 。発表を行う。 夫の
_ 7 

C．応用志向 他
ンイ の
グブ D：知鰈の活用 ・創造

゜時閤外学修
準傭 プレゼンテーション資料は，作成する時間が限られるため，時間外学習により完成させておくこと。 (30h) 

学修
の内容と時

事後 総評を参考に復習を行うこと (2h)
間の目安

学修

教科書を指定しない

教科書

参考書を指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目憬 目憬 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プレゼンテーション資料 50" 

゜゚ ゜価 プレゼンテーション内容 50" 

゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

割
く成績評価方法＞

合
プレゼンテーション資料及びプレゼンテーション内容により総合的に評価する。

注意事項
注意事項は，各テーマのガイダンス時に説明する

傭考
なし

リンク
URL I 



担当教只ヽ

実務経験IT.,

゜有無

教貝の実務
岩本光生 ：昭和62年 4月～平成2年 12月 （株） 日立製作所家霞事業部で製品開発を担当

こ摯

教只以外て

指導に関わ

゜る実務経験

者の有無

教只以外の

指導に関わ
大坪裕行，姫野沙耶香 ：企業で設計業務を担当

る実務経験
者

実い務守か経dし験オた彰を大学だけでなく企業の視点から，この講義の重要性と，大学で打につけるべき素養についての助言を行う ．



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（分野） 授業形式

サイエンス解析(ScientificComputing) 

S112S014 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 山本隆栄 ，加藤義隆，齋藤晋ー，堤紀子

必修 2 2年 理工学部 前期

E-mai I 内線

授 l.授業の目的

業 サイエンス解析では， 1年後期に修得した計算理学基礎による理学的見地からのシミュレーション技術の俯徴的知識および1年次に学修した数学や自然科学の知廠をもとに，

の コースの専門科目に接続するためにシミュレーション技術を修得するための科目です。本講義は，単にシミュレーション技術を修得するだけでなく，どのようにシミュレー

概 ション技術が活用されているかも実践的に合わせて佐得するための科目です。コースの専門科目を学ぶ基礎として，数学，物理学の理論と現象の把握のためにシミュレーシ

蔓 ョン技術を学び，異分野における活用方法などの多面的な知識の住徘を行います。

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1指定されたシミュレーションソフトを用いて． 1年次に修得した数学や力学等の課題を解くことができる。 00  

゜目標2 コースの専門分野における基礎的なシミュレーション諜題を解き，求めた数値の意味を理解できる。 00  

゜目標3所属コース以外の専門分野における基礎的なシミュレーション課題を解き，求めた数値の意味を理解できる。 00  00  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1数理科学とシミュレーション技術 ヽ

2起勤，実行方法，計算，組み込み関数

3 ペクトル，行列，多項式計算，四則演算

4ペク トル， 行列，多項式計算固有値，固有ペクトル

5 サプルーチン

6繰り返し，選択

7 グラフ表示

8微分積分学

9線形代数

10ベク トル解析

11運動方程式

12総合演習

13総合演習

14総合演習

15総合浪習

ラア A：知鰈の定着 ・確認 〇理論とシミュレーショ ンを併用し， レポート課題に対する謙論を通じて
工そ

講義中に演習問題に取り組む時間を毎回確保する。

1ク8：意見の表現・交換 理解を深める。 夫の
ー-ア-

C• 応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知穐の活用・創造

準備 資料を事前に読んでおく (!Oh:学期合計）

時閤外学と修時 学修
の内容

事後 課題を行う (20h:学期合計），復習を行う (!Oh:学期合計）
間の目安

学修

講義資料を配布します。

教科書

なし

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末テスト 70% 

゜゚ ゜価 レポート 30~ 。
゜゚の

方
法

及

び
評

価
割

期末プストおよびレポートを総合した得点で， 60点以上の者を合格とする。
合

注意事項
授業内容プリントを参考にして予習 ・復習をしつかりしてください。授業で出す課題に必ず取り組んでください。パソコンを授業で毎回使用します。事前に充電や

更新を済ませておく他，備えとして補助のバッテ リーやAC電源を持参することが望ましい。パソコンの操作が苦手な受講者は別途学習が必要になる。

備考
資料は一読して理解や記憶ができる物ではないため，繰り返し何度も読み，必要な情報を自力で探す必要があります。再試では，試験 100％で評価する。再試におけ
る評価は最大でも C とする。

リンク
Moodle内で税明を行う。

URL I 



担当教只C

実務経験(T,)

゜右無

教只江の曇実務齋藤晋ー／宮士電機株式会社にて火力発冗所の付芥設備（配電 ・変霞殷備および非常用霞源設備など）のシステム設計に従事

実務経験を

い守か内し容た懃
プラント制御の要素を取り入れたシミュレーション課題を授業時の演習課題として用意する．



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授業形式

卒業研究(GraduationThesis) 

S114S999 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 機械全教員

必修 8 4年 理工学部 通年

E-mai I 内線

授 1. 卒業研究の目的
業これまで学習してきた知識を基礎に，機械コースの研究室に所属し，機械工学分野の研究活動を通じて，専門的知識を深めるとともに実践カ ・応用力を高めていきます。

の
概 2. カリキュラムにおける卒業研究の位置付け

妻 卒業研究は機械コースでの学習の総まとめにあたり，卒業研究の研究活動はこれまで学んできた知識を総動且し，さらに先端的な知鰍を自ら習得していくことによって成立

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械工学分野の専門知織 ・技術を理解し，これらを応用することができる。 00  00  00  

目標2個人またはチームにより ，卒業研究で示された目標を検討し，期間内に計画的に実行することができる。 00  00  00  

目標3機械工学分野の新たな課閣を探求し，問題を整理・分析し，多面的に考えることができる。 00  00  00  

目標4考えや論点を自ら正確に詑述表現して皆の前で発表し，討議することができる。 00  00  00  

目標5機械工学技術者としての責任と社会に及ぼす影響について考えることができる。 00  00  00  

目標6 自ら学習目標を立て，適切に情報や新たな知識を獲得し，継続的に学習することができる。 00  00  00  

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l卒業研究の形式 ・進め方

2 卒業研究の内容

3卒業研究評価

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア A：知織の定着 ・確認 〇毎週ゼミを実施します．
工そ

ゼミによる進捗状況の確認とディスカッション．

lク B•意見の表現・交換

゜
夫の

-T  
C．応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・割造

゜時間外学修
準傭 機械力学の復習

学修
の内容と時

事後 与えられた課題に対する解決方法の探求
間の目安

学修

各研究室で指ホがあります。

教科書

各研究室で指示があります。

参考書

成評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 卒業綸文 ・試間 1001' 

゜゚ ゜゚ ゜゚価

の

方
法
及

び
評

価

割

合

注意事項
1)卒業研究を履修するためには，卒業研究着手要件を満たしていることが必要です。

備考
JABEE「機械コース」関連科目。JABEEに関する評価事項は別紙配布の上，ガイダンスで説明する。

リンク
URL I 



|劉孝宏：九州松下電器
岩本光生 ：（株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当

一汀］紅

1大学だけでなく企業の視点から，卒業研究の重要性と，大学で井につけるべき素養について述ぺる。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題l/（分野） 授集形式
機械工学セミナー(IntroductorySeminar for Mechanical Eneineering) 

S111S010 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 機械全教員

選択 1 1年 理工学部 前期

E-mai I 内線

授これから大学で機械工学を学ぶ上で，機械工学に対する興味をもつこと，および自分で考え主体的に学び続ける態度を身につけることが直要である機械工学セミナーは

集， ①機械工学に対する学問的興味をもつこと，②携械教室の教官 ・研究室に親近慇をもつこと，③自ら考え行動し問題を解決する姿塾を脊むこと，および④コミュニケーシ
の ヨン能力の訓練を目的としている．このため大学のカリキュラムの構成や、大学で必要となる基礎的知識についてまず悦明し、また各研究室での実習を通して機械分野の貝

概味を深めるようにしている 本授業のカリキュラムにおける位置付けは，機械工学系専門科目への導入教育である．

憂

具体的な至l)連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械コースのカリキュラムの流れを理解する。

゜目標2大学生活で必要となる大学施設の利用方法を理解する。

゜ ゜目標3理系としての報告書の書き方を理解する．

゜゚ ゜目標4成果をまとめ，発表する能力を百む。 00  

゜゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

lガイダンス（講義の流れ、履修モデル、学生生活の注意） （担当 ．全教只）

2情報基盤センター利用・ネットワークセキュリティに関するガイダンス （担当岩本光生）

3図書館利用に関する講習および実習ガイダンス （担当 ：堤紀子）

4理系のためのレポート作成技術 （担当齋藤野一）

5 レポート作成練習 （担当 ：山本隆栄、加藤義隆、齋藤晋一、堤紀子）

6研究室研修に関する説明

7研究室研修 (1テーマ目）研究室での実習（研究内容の説明を受ける） （担当 ．全教且）

8研究室研修 (1テーマ目）研究室での実習（研究室でテーマを決め実習） （担当 ：全教只）

9 研究室研修 (1 テーマ目）研究室での実習（成果まとめ•発表） （担当 ：全教貝）

10研究室研修 (2テーマ目）研究室での実習（研究内容の説明を受ける） （担当 ：全教貝）

11研究室研修 (2テーマ目）研究室での実習（研究室でテーマを決め実習） （担当 ：全教只）

12 研究室研修 (2テーマ目）研究室での実習（成果まとめ • 発表） （担当 ：全教只）

13研究室研修 (3テーマ目）研究室での実習（研究内容の説明を受ける） （担当・全教只）

14研究室研修 (3テーマ目）研究室での実習（研究室でテーマを決め実習） （担当： 全教貝）

15 研究室研怯 (3 テーマ目）研究室での実習（成果まとめ • 発表） （担当：全教貝）

ラア A：知諜の定着・確認 〇各テーマで、グループで考え、それをまとめて発表する場を股けている
工そ

lクB：意見の表現・交換 〇° 夫の
ーア c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D・知諜の活用・創造

゜時間外学修
準備 テキス トを事前に読んでおく (!Oh)

学修
の内容と時

事後 レポートの作成 (30h)
間の目安

学修

資料を配布する

教科書

「理科系の作文技術」、木下是雄著、中公新書、 756円

参考書 「レポートの組み立て方」、木下是雄 著、ちくま学芸文庫、 842円

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポートおよび発表 100" 

゜゚ ゜゚価

の

方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項

備考
本講義では，再試は実施しません

リンク
URL I 



1劉孝宏：九州松下電器
岩本光生： （株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当

ー上

1大学だけでなく企業の視点から，この講義の頂要性と，大学で身につけるぺき素養についての助言を行う．



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（ 分野） 授業形式

プログラ ミング(programming)

S112S610 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 小田和広 ・堤紀子

選択 2 1年 理工学部 前期

E-mai I oda-kazuh i rolto i ta-u. ac. j p 内線 7797 

授 コンピュータ内部での数俯表現など基礎的な事柄からプログラムの作成法 ・文法，プログラム実行までの過程．デバッグまで講義と演習を織り交ぜ実施することで，コンピ

集 ュータに親しみながら「プログラミングカ（りょく）」を身に付けさせる。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1C言話の文法を理解する。

゜目標2C言話による蘭単なプログラムの作成ができる。

゜目標3プログラムを見て何をするプログラムであるかを理解し、必要に応じて改変することができる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1 コンビュータの内部表現

2 C言栢とコンバイラ

3 コンパイラのインストール

4 コンパイルおよび実行の仕方

5プログラムの書き方

6モニタ、キーボードによる入出力

7変数と型

8式と演算子

9条件文

10繰り返し文

11配列（文字列を含む）

12二次元配列

13関数呼び出し

14ポインタとファイルヘの入出力

15演習

ラア
A：知I観の定着 ・確認 〇毎回の授業に関連した実用的な演習を課すことにより科目に対する興呪

工そ
lク B• 意見の表現・交換 を促進するとともに、学生の理解度の確認を行う。 夫の
- T c：応用志向

他
ンイ の
グブ D：知謙の活用 ・創造

゜時間外学修
準備 配布資料およびテキスト等の情報を必要に応じて予習する。 (10 h) 

学修
の内容と時

事後 授業で学習したことを活かし、課題に取り組む。 (30h) 
間の目安

学修

「例題で学ぶ はじめてのC言語」著者・大石弥幸、朝倉宏一（ムイスリ出版）

教科書

「新 ・明解C言話 入門編」著者・柴田望洋 (SBクリエイティプ）

参考書 「プログラミング言粍C 第 2版 ANSI規格準拠」著者． 8.W．カーニハン， D.11.リッチー／石田晴久訳（共立出版）

「学生のための基礎C」著者若山芳三郎（東京霞機大学出版局）

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題および小テスト 30% 

゜゚価 期末試験 70" 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

劉
課題レポート及び中間試験30%、期末試験70％程度で評価する。

合

注意事項
課題提出率が80％未満のものは、レポート点は評価されないので注意すること。

出席等で不正な行為をしたものは不合格とすることがある。

傭考
講義はオンラインで実施することもあるのでmoodleを確認すること。

リンク
授業資料や課題の配布はMoodleを利用する

URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題 】／（ 分野） 授集形式
機械製図(Machiine desicn and technical drawinc) 

S112S710 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 岩本光生 ・山本隆栄

必修 1 1年 理工学部 前期

E-mai I 岩本． iwatloita-u ac,j p , 山本 'tyamaOoita-u, ac, j p 内練 岩本・ 7806 , 山

授 工業製品の製造において基礎となるのが図面である。図面を理解するには，平面上に描かれた図形より，立体的な形状を描き得る素養が直要となる。このため第二角法によ

集る図学について構義を行い，平面図形と立体の関係について述べる。さらに実際の工業製品の図面を描くための機械製図の基礎を写図や簡単な部品の作図を通して学ぶ。
の 本授業では図面を描くための第一歩として，手で描くことによりその基礎を身につける。

概

蔓

具体的な到達目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1平面図形から立体的な形状が理解できる

゜゚ ゜目標2三角法を理解し，立体を二次元因面と して作図できる

゜゚ ゜目標3製図の規格について理解できる

゜゚ ゜目標4部品図，組立図の作図ができる

゜゚ ゜目標5

目標6 ヽ

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1製図基礎 製図の線の種類（外形線、寸法線、隠れ線など）、図面規格、数字の書き方

2 フリーハンドにより空間図形の第三角法による投影図を描く、象限の理解

3定規を用いた三面図作成、 寸法の記入方法、縮尺の概念

4 （図学）副投影（補助投影面を用いた立体の表し方） （製図）図面の作成練習 (Vプロ ック）

5 （図学） 直線の実長 ・実角 ・垂線三角形の実形 （製図）ポル ト・ナットの作画練習

6 （図学）実長 ・実魚 （製図）長さ寸法，角度に対する将通公差を理解しながら，スバナを描く練習

7 （図学）お互いに平行な直線 ⑭図）実物の寸法を測って図面を作成 (T字 ・L字金具）

8 （図学）平面と直線の交わり （製図）豆ジャ ッキなど節単な図面を描く練習

9 （図学）平面と垂線，平面と平面の交わり， 2平面間の実角。 （製図）自由課題（プックエンドなどの板金部品を自分で考えて描く）

10 （図学）平面と平面の交わり， 2平面間の実角 （製図）曲面の寸法記入方法。筍単な組図の製図

11 （図学）等角図 （製図） Vペルトプーリーの作図を通して寸法公差，はめあいを理解する

12 （図学）斜投影図 （製図） Cクランプの作図を通して、組図を理解する

13 （図学）切断の切り口と実形 （製図）フランジ型固定継ぎ手の作図を通して、幾何公差とはめあいを理解する

14 （図学）相貫体 （製図）円錐クラッチの作図を通して、断面表記を理解する

15 （図学）面の展開 （製図）自由課題 (CDケースを自分で考えて部品図と組因を作成）

ラア A：知様の定着・確認 o各回の図面を涼削して学生に返却するとき，個別に問題箇所を貌明しり
工そ

1クB：意見の表現・交換 正させているこれより製図の概念を理解させている． 夫の
ーア C・応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準備 授業プリントや脱明動画を見ておくこと (30分／回）

学修
の内容と時

事後 製図の課題を仕上げること (3時間／回）
間の目安

学修

初心者のための機械製図 第5版， 植松守二，高谷芳明，松村恵理子 ，藤本元，森北出版株式会社 2,750円

教科書

• 第二角法による図学，大久保正夫著，朝倉書店(1994), 2,300円＋税

参考書 • J I SハンドブックNo5 9 「製図」 日本規格協会 6,720円

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 図学課題 so~ 

゜゚ ゜価 製図課題 50" 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び
評

価

割
図学と製図の課題を 10 0点演点に換算して評価する。

合

注意事項
ヽ

備考
入学時に購入した製図セット（コンパスなど），二角定規を持ってくること．

リンク
URL 



担当教只の

実務経験の

゜右鉦

教只の実召
岩本光生 昭和62年4月～平成 2年 12月 ・（株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計 ・開発業務に従事、騎

教只以外で

指導に関わ

゜る実務経験

者の有無

教只以外r,;

指導に関わ
大坪裕行，姫野沙耶香 企業で設計業務を担当

る実務経験
者

実い務杏か経内し容験た秒を実際の製品設計における製図の重要性を理解してもらえるように，具体例を交えた授業を行う。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（分野） 授業形式

機械設計製図(MachineOesi&n and Drawing) 

SI 12S711 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名福永道彦，中江貴志

必修 I 1年 理工学部 後期

E-mai I fukunagamOo i ta-u ac j p, tnakae@o i ta-u ac j p 内線 7788 

授 設計はものづくりのプロセスにおけるきわめて頂要な作業であり，その基本的な進め方や重要な計算法について理解しておく必要がある本授業では，機械の基本要素であ

集る軸，軸受および柑車を含んだ歯車減速装置を対象に，機械設計の基礎的手順と機械要素の力学計算を行う．さらに，各自の設計したものを製図して， 「機械製図」で習得

の した製図の技術を実際に利用する．これらの一連の内容により，槻械要素の設計手順を習得する．

概 その他の科目との関連

蔓 基礎科目は， 1年前期に開謂される機械製図，携械工作法です また，関連科目は2年後期に開講される機械設計学基礎， 3年前期に開講される機械応用設計 ・解析です

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 平歯車減速装置のメカニズムが理解できる こと 軸，軸受，柑車の強度計算法を習得すること 00  
目標2 強度計算を自力で行えること． 00  
目標3JIS規格に沿った，読み手の立場に立った製図ができること． 00  
目標4 過不足なく分かりやすいレポートが作成できること ． 00  
目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l ガイダンス，設計プロセス，歯車の基礎知識（担当：中江）

2標準寸法歯車の選定，かみ合い（担当 ：中江）

3平柑直の強度計算（曲げ強さ） （担当•福永）

4 平歯直の強度計算（歯面強さ） （担当：福永）

5 軸の強度計算，軸受けの強度計算（担当 • 福永）

6設計データ配布，設計計算（担当：中江）

7設計計算（機構） （担当 中江）

8設計計算（強度） （担当 ：中江） ヽ

9 設計計算チェック （機構） （担当 ：中江 • 福永）

10殷計計算チェック（強度） （担当 ：中江 • 福永）

II設計計算書作成（担当 ：中江）

12設計計算書総評，佐正，製図（担当 福永）

13製図（組立図） （担当：福永）

14製図（部品図） （担当 ：福永）

15 検図（担当 ： 中江 • 福永）

ラア A：知撮の定着・確認 〇 演習調べ学修，グループワーク，教且への質問 ・意見交換
工そ

lクB：意見の表現・交換

゜
夫の

ーア c：応用志向
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜準備 テキス トを事前に院んでおく (5h)
時間外学修 学修
の内容と時

事後 演習レポートを用いて復習する(5h),設計計算，レポート作成，製図(!Oh)
間の目安

学修

初回の講義で配布する．

教科書

福永太郎ほか3名共著，機械製図，サイエンス社

参考書 和田稲苗ほか4名共著，精税機械製図，実教出版

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 設計計算書 50% 

゜゚ ゜価 製図図面 501' 

゜ ゜の
方
法

及

び
評

価
割

合

注意事項
授業時間中に設計計算や製図を行いますので，電点と製図道具を持参してください．

傭考
本科目は，機械システムコースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2,0-3に対応する

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】／（分野 ） 授業形式

機械工学実習(Practicein Mechanical Technology) 

S112S510 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名本田拓朗

必修 2 1年 理工学部 後期

E-mai I t-hondaOo i ta-u ac. j p 内線 7781 

授 機械工学および機械加工 • 生産に関する謂義において習得する · した知識と，実際の生産技術との間の関連性を体得するための実習である ． 座学において学ぶこと ・ 学んだ

業 ことを直接自分の手と頭を使って，モノを製作することにより，一層確実に自分のものにすることができるようになる機核製図， CAD演習，機械工作法，機械加工学など

の の講義と密接に関連する．7テーマについて各2週ずつ班ごとに実習作業を行う．

概

蔓

澳体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1モノ造りにおける危険を理解し，安全な作業について悦明できる

゜目標2モノ造りにおける溶接の役割を理解し，溶接の基本作業ができる 00  
目標3モノ造りにおける旋盤加工の役割を理解し，旋盤による基本作業ができる 00  
目標4モノ造りにおけるフライス加工の役割を理解し，フライス盤による基本作業ができる 00  
目標5モノ造りにおける手仕上げの役割を理解し，手仕上げ作業ができる 00  

目標6モノ造モノ造りにおける測定の重要性を理解し，正しい測定ができる 00  
目標7モノ造りや生産技術に必要な制御技術の基本を理解し，基礎的なプログラムが作成できる 00  
目標8モノ造りにおけるCAD• CAMの役割を理解し． CAD • CAMによる加工ができる 00  
目標9ペア，班活動を通して，協謂性やコミュニケーションカを養うことができる 0 
目標10

授業の内容

1安全講習

2 被覆アーク溶接実習（1)溶接ピード練習

3 被覆アーク溶接実習（2)課題製作

4 旋盤加工実習（I) 課題製作—荒削 り一

5 旋盤加工実習（2) 課題製作—仕上げ削り一

6 フライス加工実習（I) 課題製作—荒削り一

7 フライス加工実習（2) 課題製作—仕上げ削り 一

8 手仕上げ ・ポール盤加工実習（I)課題製作ーヤスリがけー

9 手仕上げ ・ポール盤加工実習（2)課題製作ー穴．ネジ加工ー

10測定実習 ・自律型移動ロポット体験 (I)ーノギス．マイクロメータ等による測定ー

11測定実習 ・自律型移動ロポット体験 (2)ー自律型移動ロボットの制御ー

12メカトロニクス制御 (I)-プログラミングの基礎ー

13メカトロニクス制御 (2)ープログラミングの実践ー

14 CAD • CAM演習{!)-3DCAD製図演習ー

15 CAD • CAJ,t演習 (2)-NCプログラム加工演習一

ラア
A：知諜の定着・確認 〇理解を確認し，考えさせる機会をあたえるため，各テーマのレポートは

工 そ
lクB•意見の表現・交換 。提出後すぐにチェックし不備を赤字で指撞し，すぐに改善させる． 夫 の
ー アC．応用志向

他
ンイ の
グ ブD：知紐の活用 ・創造

時間外学修
準傭 配布資料を読んでおくこ と (lOh)

学修
の内容と時

事後 実習について復習を行うこと (30h)
間の目安

学修

なし（適宜，資料を配布する）

教科書

機械製図，機械工作法，材料力学，メカトロニクスなど専門科目の各種テキストなど

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目櫂 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 実習の作業状況 30% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜価 実習のレポー ト・作品 70% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

劉

合

注意事項
初回のガイダンスにおいて 「安全教百Jを行います 「安全教}fJの受講は本実習を安全に行うための必須条件です． 「安全教育Jを欠席した学生は本実習を受講

できません．

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】 ／（ 分野） 授集形式

機械工作法(MachineTechnology) 

S112S011 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 本田拓朗

必修 2 1年 理工学部 前期

E-mai I t-honda@o i ta-u ac j p 内線 7781 

授 機械工作法は，機械部品を製作するための技術を科学的に考究する学問であり，機械工学において重要な基盤を占めている機械技術者として，部品の材料 ，形状 ，寸法い枝精i 

業 度 ・強度などを鑑み、必要な数量に応じて最も経済的な生産方法を選択するためには，機械工作に関する幅広い知識が必要である．本講義では、ものづくりに欠かせな

の 械工作技術のうち，主に切削加工や研削加工などの除去加工について取り扱う

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械工作法の種類を体系的に悦明できる 00  
目標2 除去加工法のプロセス，長短所，利用例について貌明できる 00  
目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1序論

2切削理論

3刃物材料，バイトおよびバイトによる切削

4 ドリルおよびドリルによる穴あけ，フライスおよびフライス削り

5旋盤作業

6ポール盤作業中ぐり作業，フライス盤作業

7平削盤，形削盤，立て削盤作業，プローチ作業，金のこ盤作業

8研削砥石の構成および研削作用，研削砥石

9研削理論

10円筒研削盤作業，内面研削盤作業，平面研削盤作業，心無研削作業

l)工具研削作業，ホーニング，超仕上げ

12砥粒による加工

13ねじの加工法

14歯車の加工法

15転造作業，超廿波加工，電解研摩，放電加工

ラア A．知謙の定着・確認 0現物の回覧や映像資料の提示によりテキストの理解を深めるとともに，
工そ

lク B：意見の表現 ・交換 小テストおよびレポートによる講義内容の定着を図る． 夫の
--T -

C．応用志向
他

ンイ の
グブ D：知諜の活用・ 創造

時間外学修
準備 教科書の予習 (15h)

学修
の内容と

事後 教科書 ・讀義ノートの復習 (20h), lloodle上の小アスト課題に取り組む (5h)
間の目安

学修

教科書は指定しない

教科書

竹中規雄著改訂機械製作法(2)，コロナ社， 1957年初版

参考書 JS!!Eテキストシリーズ加工学 I―除去加工一 日本機械学会
「機械加工J' 「機械工作」， 「機器製作」 ．．．， などがタイトルに含まれるテキスト

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

籟
I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 30" 

゜゚価 期末試験 50" 

゜゚の 小テスト，レポート 20" 

゜゚方
法

及

び
評
価

罰

合

注意事項

本科目は，機械コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2に対応する．再試では試験 JOO％で評価する．再試における評価は最大でも Cとする．質問は，授
傭考 業時間中や教貝室で受け付けます．

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

機械材料学(Engineerin1Materials) 

S112S012 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名堤紀子

必修 2 1年 理工学部 後期

E-mai I tsutsum i-no r i k魂 oita-u ac jp 内線 7808 

授 機械 ・構造物には金属材料が必要不可欠であり，環境や荷重条件等により適した材料を選択することが重要である。種々の金属材料の構造や強度特性について学ぶ。

業

の

概

憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1金属材料の結晶構造や欠陥、およびそれに伴う特性について貌明できる。

゜目標2 平衡状態図から金属絃織の状態を分析できる。

゜目標3金属の強化法について、その方法と強化されるメカニズムについて悦明できる。

゜目標4機械 ・構造物に使用される金属材料のそれぞれの特徴、および使用上注意すぺき点について説明できる。

゜目標5機械的性質および破壊現象について税明できる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1原子構造と結合

2結晶構造

3原子半径，格子定数，面密度，線密度の計算

4結品欠陥と拡散

5 二元合金の平衡状態図

6 金属の強化法

7 回復と再結晶

8 Fe-Fe3C状態図

9熱処理

10鉄銅材料

11非鉄金属

12引張試験

13硬さ試験、衝撃試験

14延性破壊と脆：性破壊

15疲労破壊

ラア
A：知鰈の定着・確認 〇学生の理解を確窃するため，毎回演習課題を課すことにより理解度を確

工そ
毎回の授業後に、 Moodle上で過去の授業の動画を閲覧できるよ

lク B．意見の表現 ・交換
認し，次週にその解税や補足を行っている． 夫の うにする。質間は随時受け付ける。

- 7 c：応用志向
他

ンイ の
グブ 〇．知様の活用 ・創造

時間外学修
準傭 教科書の構義の該当箇所を貌み、よく分からないところをメモしておくこと。, (15分／回）

学修
の内容と時

事後 教科書、およびノートを統み返し、該当の練習問題および章末問題を解くこと。 (20分／回）
間の目安

学修

機械材料学（第2版） 平JII賢硝，遠藤正浩，駒綺慎一、松永久生、山辺純一郎 朝倉書店

教科書

JSMEプキストシリーズ機械材料学 日本機械学会

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 毎回の講義後の演習 30% 

゜゚価 期末試験 70% 

゜゚の

方

法

及

び
評

価

割
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも C とする。

合

講義中に教科書の内容以外の補足餃明も行うため，遅刻 ・欠席はしないようにすること。
注意事項 質問など授業に積極的に参加すること。

備考
なし

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

材料力学(Strengthof Materials) 

S112S111 

必修選択 単位 対象年次 学部 ．学期 曙 ・限 担当教員

氏名小田 和広

必修 2 2年 理工学部 後期
ヽ

E-mai I oda-kazuh i ro@o i ta-u. ac. j p 内線 7797 

授材料力学は，工業材料を正しく使用するための根拠を与える実学である。ここで，正しくとは「安全かつ経済的Jを意味する。本講義では， 「材料力学基礎 ・演習」に引き
集続き，重要な負荷方式である曲げを受ける機械・構造物を設計する際に必要となる基本的考え方の習得を目的とする。また，さらに幅広い解析能力を養成するため，エネル

のギー法および座屈問題の基礎の修得を目指す。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1各種荷誼を受ける部材の応力や変位の応用的計算ができる。

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1はりの応力と断面2次モーメント

2 弾性線の微分方程式

3各種支持はりのたわみ

4重ね合わせの方法

5不静定問題の解法

6 はりの変形とせん断応力

7 ひずみエネルギー（引張・圧縮．衝撃荷重）

8 ひずみエネルギー（曲げとねじり）

9 カスティリアノの定理

10薄肉曲がりはりの解法

11曲がりはりの不静定問題の解法

12各種不静定問題の解放

13座屈（ばねと剛体のモデル）

14オイラーの座屈荷頂

15各種座屈問題の解法

ラア
A• 知1餞の定着 ・ 確認 〇毎週の授業後にレポートを課し提出させる（これに質問等も記入可）。

工そ
授業の最後10分くらいでミニ演習を行う。

1クB：意見の表現・交換 理゚解度の確認と質問への回答ができる。 レポート提出後に解答の詳細な 夫の
ーア

C．応用志向
解税を行う。 他

ンイ の
グブ D．知謙の活用・創造

時間外学修
準備 教科書および履牡案内に記載している参考書などを使い，予習をする(2h/回）。

学修
の内容と時

事後 教科書および履住案内に記載している参考書などを使い復習をする (1h/回） 。復習後に課題問題を解きレポートを完成する (lh/回）。
間の目安

学修

「演習問題で学ぶ材料の力学」，野田 ・小田・高木著，コロナ社

教科書

「大学講義シリーズ① 「材料力学」西谷弘信著，コロナ社

参考書 材料力学J中原一郎，養賢堂 など

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題のレポート 20% 

゜価 中間試験 401' 0 
の

方
期末試験 40% 

゜法

及

び
評

価

割
迫試験および再試験を実施する場合，試験100％で評価する。この試験における評価は最大でもCとする。

合

注意事項
毎回の授業で関数電卓を持むすること。課題の提出状況が悪い湯合（期限遅れも含む）は評価しないことがある。課題解答の公開後は未提出とみなす．

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授集形式

材料力学基礎・解析(Strengthof Materials (Fundamental and Analysis)) 

S112S110 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名小田和広

必修 3 2年 理工学部 前期

E-mai I oda-kazuh i ro@o i ta-u. ac. j p 内線 7797 

授 材料力学は，工業材料を正しく使用するための根拠を与える実学である。ここで，正しくとは 「安全かつ経済的」を意味している。本講義では，これから材料力学を学ぶ上

集 で必要な「力の平衡 ・応力とひずみJなどの基本事項の理解，および引張 ・圧縮，ねじりを受ける機械・構造物を設計する際に必要となる基本的考え方について解悦する．

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1各種外力を受ける機械部品・構造物の応カ ・ひずみ計算ができる。

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1材料力学とは？

2 カの平衡条件と断面に伝わる力とモーメントの種類

3 応力とひずみ，フックの法則

4 銅の応カーひずみ腺図断面に伝わる内力

5 引張 ・圧縮の応力と変形

6 引張 ・圧縮を受ける棒材の不静定問題

7 トラスの解法

8 トラスの不静定問題

9 2軸のフックの法則

10内圧を受ける薄肉円筒の解法

11引張・圧縮に関する演習

12江線樟のねじり

13ね じりの不静定問題

14ばねの応力と変形

15伝動軸の設計

16ねじりに関する演習

17直線棒の曲げ

18せん断力と 曲げモーメント

19 SFDとBMD（片持ちはり）

20 SFDとB叩（両端支持はり）

21 はりの応力とひずみ (z軸に対して対称断面）

22 はりの応力とひずみ (z軸に対して非対称断面）

23 断面2次モーメントの求め方

24 はりに関する演習

25 

26 

27 

28 

29 

30 

ラア
A•知諜の定着・確認 〇毎週の授業後に課題を謀し提出させる（これに質問等も記入可）。理解

工そ
授業の途中でミニ演習を行っている。

1ク B．意見の表現・交換 0度の確認と質問への回答ができる。課題は解答の詳細な解説を行う。 夫の
--T - c：応用志向

他
ンイ の
グブ 〇：知紐の活用 ・創造

時間外学と修時
準傭 教科書および履條案内に記載している参考書などを使い，予習する (2h/回）．

学修
の内容

事後 教科書および履修案内に記載している参考書などを使い復習する (lh/回）。 復習後に課題の問題を解きレポートを完成する (lh/回）。
間の目安

学修

「演習問題で学ぶ材料の力学」，野田・小田 ・高木著，コロナ社

教科書

機核系大学謂義シリーズ① 「材料力学」，西谷弘1言著，コロナ社

参考書 材料力学．中m一郎著，養賢堂 など



成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題 20% 

゜価 中間試験 40% 

゜の 期末試験 40% 

゜方
法

及

び
評

価
割

追試験および再試験を実施する場合，試験100％で評価する。この試験における評価は最大でもCとする。
合

注意事項
毎回の授業で関数電卓を持参すること。課題の提出状況が悪い場合（期限遅れも含む）は評価しないことがある。課題解答の公開後は未提出とみなす。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

熱力学基礎・依析(EngineeringThermodynamics (Fundamenta I and Ana I ys is)) 

S112S310 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 田上公俊

必修 3 2年 理工学部 前期

E-mai I tanouelto i ta-u. ac. j p 内線 7780 

授 熟力学は物質の状態変化とエネルギ変化との関係を取り扱う学問であり，熱を力学的エネルギあるいは仕事に変換する熱過程の研究及びこの変換に最も有利な条件を決定す

集ることです。 「熱力学基礎・演習」では，熟力学の第0法則から第3法則までの四つの基本的法則，理想気体の状態式と状態変化について学ぶことを主目的とします。

の 熟力学は機械工学を学ぶ際の重要な尊門基礎科目の一つです。現代の動力工学は熱を横械的仕事に変換することを基礎とし，熟力学はそれらの設計の理論的基礎となります

概 o

憂 また， 2年後期開講の「熱工学］」， 3年次開請の 「熱工学 2」を受講するには「熱力学基礎 ・演習」の履修が必要条件です。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1熟力学の第 1法則，第2法則および二つの法則から導き出された状態量としてのエンタルビ，エントロビの概念を理解する。

゜目標2 二つの法則を理想気体の状態変化に適用し，閉じた系および定常流系での熱量や機械的仕事の解析方法を條得する。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10 I 

授業の内容

1熱力学の基礎

2熱力学の基礎

3熱力学の第 1法則

4熱力学の第 1法則

5熟力学の第 1法則

6熱力学の第 1法則

7理想気体

8理想気体

9理想気体

10理想気体

11理想気体

12熱力学の第 2法則

13熱力学の第 2法則

14熟ガ学の第 2法則

15熱力学の第 2法則

ラア
A• 知鰈の定着 ・確認 Oレポート課題による知識の定着 ・確認

工そ

1ク B：意見の表現・交換 夫の

ーア c：応用志向
他

ンイ の
グブ 〇．知謙の活用 ・創造

時閤外学修
準備 テキストを事前に醗んでおく (!Oh) 

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (15h)，レポートの作成 (15h)
間の目安

学修

日本機械学会編，熱力学

教科書

伊藤猛宏．山下宏孝，工業熟力学（I), コロナ社

参考書 藤井哲，応用熟力学入門，裳華房

成 評価方法 割合
目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 平常点 30% 

゜゚価 期末試験 70% 

゜゚の ●’ 

方

法

及

び

評

価

劉
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも C とする

合

注意事項
講義は開講回数の70％以上，演習は開講回数の80％以上の出席をしていなければ，再履修となります。遅刻は原則として取りませんので，時間厳守して下さい。電

卓を常に持参して下さい。レポートは計算過程を丁寧に書き，期限内に必ず提出すること。提出期限を過ぎたレポートは原則 として受付けません。レポート

本科目は，機械コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2に対応する．
傭考 関連科目：熱工学 I,熱工学II,伝熱学 I.伝熱学11

リンク
URL I 

＇ 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

流体力学基礎 ・解析(Fluiddynamics (Fundamental and Exercise)) 

S112S410 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 濱川洋充

選択 3 2年 理工学部 前期

E-mai I hamakawaOo i ta-u. ac. j p 内線 7778 

授 私達の周りでは、自勲車、航空機、船舶などの乗り物、風カ ・水カ ・火力などの発電システム、機器の冷却システム、水や燃料の流体輸送システムなど、様々な流体を利用

業 した機械が使用されている。流体とは、気体や液体などを総称する物質のことである。本授業では、流体の基本的性質や流体の詫現象、エネルギー輸送の役割などを力学的

の に理解するとともに、簡単な流体システムの設計が行える基碕的な解析能力を養う。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1流体の基本的性質とレイノルズ数および相似則の概念を理解する。

゜目標2・流体運動をともなう詫現象を力学的に理解する。

゜目標3 静止流体の力学を理解し、静止流体中の圧力の計算ができる。

゜目標4 質量保存側、エネルギー式、ペルヌーイの式を理解し、簡単な流体システムの諾物理量を計算できる。

゜目標5 運動量方程式と角運動量方程式を理解し、流体運動により物体に作用する力を計算できる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1流体の性質 (1) 流体の基本的性質、密度、比孤

2 流体の性質 (2) 粘性、圧縮性、音速

3 流体の性質 (3) 表面張力、キャピテーション

4 静止流体の力学 (1) 圧力、パスカルの原理

5 静止流体の力学 (2) 静止流体中の圧力、マノメータ

6 静止流体の力学 (3) 壁面に作用する静止流体力

7 静止流体の力学 (4) 浮揚体の安定性

8 静止流体の力学 (5) 等加速度運動

9 静止流体の力学 (6) 回転容器内の運勤

10流れの基礎 (1) 流れの分類

11流れの基礎 (2) 流線と流管、渦運動

12連続の式質量保存則と連続の式

13ペルヌーイの定理とその応用 (1) エネルギー保存則

14ペルヌーイの定理とその応用 (2) ペルヌーイの式、タンクからの液体の咬出

15ベルヌーイの定理とその応用 (3) 流速の測定

16ベルヌーイの定理とその応用 (4) 絞り流量計

17ベルヌーイの定理とその応用 (5) 水車、ファン

18運動量の法則 (1) 運勁量方程式

19運動量の法則 (2) 曲がり管に作用するカ

20 運動量の法則 (3) 平板に衝突する唄流によるカ

21 運動量の法則 (4) 湾曲板に沿う頃流

22 運動量の法則 (5) ベルトン水車

23 運動量の法則 (6) 風車、遠心ポンプ

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

ラア
A：知織の定着 ・確認 〇毎回、謂義を聞いて理舷していなければ解けないような演習問題に取り

工そ
院め11.分かるような蘭単なテキストを使用している。謂義はテ

／ク B•意見の表現 ・ 交換 。組んでもらう。講義の途中で隣の学生との教え合いの時間を設ける。 夫の キストに沿った内容とし、いつでも復習ができるように、どこ

ー-ア- c：応用志向 他 を学んでいるかが分かるように工夫している。

ンイ の
グブ 0•知紐の活用・創造

時閤外学修
準備 テキストを呑考にして予習を行う (23h)。

学修
の内容と時

事後 テキストを用いて授業の復習を行う (46h)。試験の不合格者はテキストの例題および演習問題を復習し、レポートとして提出する (20h)。試験の結果次第て
間の目安

学修 、これを繰り返す (20h).

流れ学 山田英巳、濱川洋充、田坂裕司著森北出版

教科書

JSMEテキストシリーズ流体力学 13本機械学会丸善

参考書 わかりたい人の流体工学(I)(II) 深野徴若 裳華房



成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 100" 

゜゚ ゜゚ ゜価

の

方

法

及

び
評

価

劉
期末試験100％で評価し、 60点以上を合格とする。不合格者は、諄義中の全ての例題、演習問題、追加課題をレポートして期日までに提出すれば、再試験を受けることがで

合
きる。再試験は試験100％で評価し60点以上を合格とする。再試験における評価は最大でも Cとする。期末試験および再試験は技術士 1次レベルとする。

注意事項
雹卓持参のこと。欠席すると講義の流れが中断し理解できなくなる恐れがあるため、欠席しないようにすること。

傭考
本科目は、機械コースのJABEE 学習 ・到達目標のうち、 A-2に対応する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

熱工学(ThermalEngineering) 

S112S311 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 田上公俊

必修 2 2年 理工学部 後期

E-mai I tanoueto i ta-u, ac, j p 内線 7780 

授 実在気体である蒸気の基本的性質を理解し，蒸気の状態量と状態変化の計算方法を修得します。そして，蒸気を作業媒体とし．開いた系で熱エネルギを機械的仕事に変換す

集る蒸気動カサイクル，作業流体にガスを用い閉じた系内でエネルギ変換するガス動カサイクルの性能を，熱力学の第 1法則および第2法則に基づく性能指数で評価すること

の 学びます。近年の熱槻関は高性能化と同時に，石油系燃料の枯渇問題および地球規模的な環境問題に対応するため高効率化，低公害化が強く求められています。それにはエ

概ネルギの有効利用および積極的な熱回収がさらに頂要となります．ここで学ぶ 「熱工学」はそれらの専門的技術の理論的基礎となるものです。 3年次開講の 「熟工学2Jを

憂 受講するには， 「熱工学 1」を履修することが必要条件です。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1蒸気の熱的状態量を蒸気線図あるいは蒸気表から読み取る方法を修得する。

゜目標2 各種熟機関の基本構成要素および作動流体の持つ熱力学的性質を理解する。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1純粋な物質の熟力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習，③実在気体の性質，④演習， ⑤湿り空気

2 純粋な物質の熱力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習，③実在気体の性質，④演習， ⑤湿り空気

3純粋な物質の熱力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習，③実在気体の性質，④演習， ⑤湿り空気

4 純粋な物質の熱力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習，③実在気体の性質，④演習， ⑤湿り空気

5 純粋な物質の熟力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習，③実在気体の性質，④演習， ⑤湿り空気

6 純粋な物質の熟力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習③実在気体の性質④演習 ⑤湿り空気

7純粋な物質の熱力学的性質 ①態量の一般関係式，②演習，③実在気体の性質，④演習， ⑤湿り空気

8 動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル

9 動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル
． 

10動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル

II動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル

12動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル '

13動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習③ガス動カサイクル，④演習⑤冷凍サイクル

14動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル

15動カサイクルおよび冷凍サイクル ①蒸気動カサイクル，②演習，③ガス動カサイクル，④演習，⑤冷凍サイクル

ラア
A• 知紐の定着・確認 Oレポート課題による知謙の定着 ・確区

工 そ

1ク B：意見の表現・交換 夫 の
-T  

C・応用志向
他

ン イ ヽ の

グブ D：知靡の活用・ 創造

時間外学惰
準傭 テキストを事前に院んでおく (!Oh)

学修
の内容と瞬

事後 教材を用いて復習する (!Sh)，レポートの作成 (!Sh)
間の目安

学修

日本槻械学会紺熱力学

教科書 （前期開講の熱力学基碕 ・演習の教科書と同じ）

伊藤猛宏・山下宏孝．工業熟力学（I), コロナ社

参考書 藉井哲，応用熱学入門，裳華房

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評平常点 30% 

゜価 期末試験 70% 

゜の

方

法

及

び

評

価

割
再試では試験 100％で評価する。耳試における評価は最大でも Cとする

';:,. ロ

注意事項
開講回数の70％以上の出席がない場合，再履修となります。遅刻は原則として取りませんので，時間厳守して下さい。電卓を常に持参して下さい。レポートは計算

過程を丁寧に書き，期限内に必ず提出すること。正当な理由なく提出期限に遅れたレポー トは原則として受付けません。レポー トの未提出が1/3以上あれば再

傭考
本科目は，機拭コースのJABEE 学習 ・教脊到達目標のうち， A-2に対応する．

基礎科目：熱力学基礎 ・演習

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式
流体力学(Fluiddynamics) 

S112S41 l 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 罐 ・限 担当教員

氏名 濱川洋充

必修 2 2年 理工学部 後期

E-mai I hamakawa@o i ta-u ac J p 内線 7778 

授 私達の周りでは、自動車、航空機、船舶などの乗り物、 1l¥カ ・水カ ・火力などの発電システム、機器の冷却システム、水や燃料の流体輸送システムなど、様々な流体を利用
業した機械が使用されている。これらの流体システムの設計では、流体の粘性の影響と抗力の兄積もりが重要となる。本授業では、粘性流体力学の基礎として、管内の流れ、

の 物体まわりの流れ、流体の運動方程式、せん断流（境界層、咬流、乱流）などに関して請義を行う。

概

蔓

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 管内の流れの基本的性質を悦明できる。

゜目標2 流体摩擦とエネルギー損失について悦明できる。

゜目標3 管路系の圧力損失の計算ができる。

゜目標4 流れの相似則が説明できる。次元解析が行える。

゜目標5境界層とはく離、円柱固りの流れについて説明できる。

゜目標6物体に作用する流体力を計算できる。

゜目標7

目標8

目標9

目憬10

授集の内容

1管内流れ／層流と乱流、レイノルズの実験、臨界レイノルズ数

2 管内流れ／助走区間の流れ、層流と乱流のせん断応力

3 管内流れ／層流の速度分布、ハーゲン・ポアズイユの法則

4 管内流れ／乱流の速度分布、壁法則

5 管内流れ／管摩擦による圧力損失、ダルシー ・ワイスバッハの式、ムーディ線図

6 管路要素／管路に沿う速度と圧力の変化、 投失係数、入口損失、出口損失

7管路要素／急拡大部の損失、急縮小部の損失、広がり管の損失

8管路要素／曲がり管の損失、各種弁の損失、管路の総損失

9 次元解析

10流れの相似則

11平板境界層とその構造、境界層剥離とその抑制法

12物体に作用する流体力

13抗力係数と揚力係数

14円柱周りの流れパターンと抗力係数

15ストローハル数、各種形状物体の抗力係数

ラア A・知紐の定着・確認 〇毎回、講義を聞いて理解していなければ解けないような演習問題に取り
工そ

読めば分かるような簡単なテキストを使用している。講義はテ

1ク B・意見の表現・交換 。 組んでもらう。請義の途中で隣の学生との教え合いの時間を設ける。' 夫の キストに沿った内容とし、いつでも復習ができるように、どこ

ーア c：応用志向 他 を学んでいるかが分かるように工夫している。
ンイ の
グブ D：知紐の活用・創造

時間外学修
準傭 テキス トを参考にして予習を行う (15h)。

学修
の内容と時

事悛 テキス トを用いて授業の復習を行う (30h)。試験の不合格者はテキストの例題および演習問題を復習し、レポートとして提出する (15h)。試験の結果次第て
間の目安

学修 、これを繰り返す (!Sh)。

流れ学（流体力学と流体機械の基礎） 山田英巳 ・ 濱川洋充 • 田坂裕司 森北出版

教科書

JSMEテキストシリーズ流体力学 日本機械学会丸善

参考書 わかりたい人の流体工学(I)(II) 深野檄著裳華房

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 100% 

゜゚ ゜゚ ゜価

の

方
法

及

び
評

価
割

期末試験100％で評価し、 60点以上を合格とする。不合格者は、講義中の全ての例題、演習問題、追加課題をレポートして期日までに提出すれば、再試験を受けることがで.,,_ 
ロ きる。再試験は試験JOO％で評価し60点以上を合格とする。再試験における評価は最大でも C とする。期末試験および再試験は技術士 1次レペルとする。

注意事項
電点持参のこと。欠席すると講義の流れが中断し理解できなくなる恐れがあるため、欠席しないように。

備考
本科目は、機様コースのJABEE 学習 ・到達目標のうち、 A-2に対応する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題 】／（分野） 授業形式

機械設計学基礎(BasicMachan, ca I Design) 

S112S712 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名福永道彦

選択 2 2年 理工学部 後期

E-mai I fukunagamllo i ta-u ac j p 内線 7800 

授歯車やねじ，軸，軸受け，締結要素等車のエンジンなどは多数の祐車やネジ，軸などの部品から構成されている。このような機械製品や，プリ ンタなどの電気機器の機械剖

業分を構成するいろいろな要素部品について知る。これらの部品についての規格や種類 ・強度等の知識は工業製品を設計する上で必要不可欠であるため，これらの基礎を学ぶ

の 。の槻械要素の種類 ・規格・強度を理解し．実際の設計を行うための基礎的な考え方と方法を習得することを目楳とする。

概

憂

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1歯車やねじ，軸，軸受け，締結要素等の機械要素の種類 ・規格 ・強度を理解し，実際の設計を行うための基礎的な考え方と方法

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l序諭：材料強度の基碕．歪み，応力

2 許容応力，標準数，はめあい

3ねじの機能設計

4 ねじの強度設計

5 キー，コッタ， ピン

6 リベット，溶接

7軸殺計の基礎

8軸の強度設計 I.ねじりを受ける軸

9 軸の強度設計rr:ねじりと曲げを受ける軸

10永久継ぎ手，たわみ継ぎ手等

IIクラッチ

12プシュ

13ベアリング

14歯車の機能設計

15歯車の強度設計

ラア A：知諜の定着・確認 〇機構学の内容にも触れ，参考書として紹介した．
工そ

1クB：意見の表現・交換 夫の
ーア c：応用志向

他
ンイ の
グブ D• 知謙の活用・創造

時間外学修
準傭 テキストを事前に貌んでおく (!Oh) 

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (15h)，レポートの作成 (15h)
間の目安

学修

機械設計法（最新機械工学シリーズ4)，林則行他，森北出版株式会社

教科書

機構学，岩本太郎，森北出版株式会社

参考書 機械設計の基礎知諏（実際の設計選書），米山猛，日本工業新聞社

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評試験 701' 

゜価 レポー ト 301' 

゜の

方
法

及

び
評
価

割

合

注意事項

備考
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】 ／（分野） 授業形式

機械計測工学(MeasurementEn11ineer in11) 

S112S016 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 貞弘晃宜

必修 2 2年 理工学部 後期

E-mai I sadah i ro@o i ta-u. ac.j p 内線 7802 

授 機械系分野での計測で必要な猪知識を学ぶ。具体的には、計測における単位や計測器の性能、計測誤差とその統計的な処理、計測信号を取得する際に必要なアナログ回路の

業 基礎知識、計測したイ言号の AD変換とディジタル処理について学ぶ。また、機械系分野において重要な長さ・カ ・圧力 ・i釦変等の基本的な物理量の具体的な計測方法と装置

の についても紹介する。

概

憂

具体的な到遠目櫂 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械系分野の技術者に必要な計測誤差や計測精度の概念理解する。

゜目標2 計測器選定に重要な計測器の性能指標について理解する。

゜目標3 計測償号に対するフィルターや平滑化などの処理を理解する。

゜目標4AD変換による計測信号のディジタル化を理解する。

゜目標5様々な力学分野の計測法について幅広い知識を得る。

゜目標6 単位や次元などの基礎的な概念をgにつける。

゜目標7 計測工学に関する知識を幅広く表現できる。

゜目標8

目標9

目標10

授業の内容

1機械工学における計測工学

2単位と標準、測定の基本手法

3計測器の性能の表し方 (1)静的特性

4 計祠1器の性能の表し方 （2)勲的特性、負荷効果

5測定値と有効数字、計測誤差

6 測定値と確率分布、誤差の伝括

7最小二乗法

8 計測のための霞気回路の基礎、プリッジ回路

9 オペアンプ、増幅回路、演算回路

10周波数フィルタと周波数特性

11計浪1j｛言号の種類、 AD変換

12ディジタルデータの平滑化 （1)移動平均法と同期加算法

13ディジタルデータの平滑化 (2)z変換とディジタルフィルタの殷計

14機械系における物理量の計測（ I)長さ ・距離 ・回転角度

15機械系における物理量の計測 (2)カ ・圧力

ラア
A：知謙の定着・確認 O反転で行う。

工そ
授業時間前までにピデオ視聴することを求め、その証としての

1ク B：意見の表現・交換

゜
夫の ノー ト提出を毎回求める。

＿ア c：応用志向
他 授業内容を理解していることを確かめるために、毎回の授業開

ンイ の 始時に小テストを行う。

グブ D：知謙の活用 ・創造

準傭 授業動画を事前に見てノートを取る (30h)

時間外学と修時 学修
の内容

事後 諌・レポートの作成 (!Sh)
1111の目安

学修

事前に授業動画を配布する

教科書

(1)永井健一 ・丸山真一「システム計測工学」森北出版

参考書 (2)西原主計 ・山藤和男 ・松田康広「計測システム工学の基礎J森北出版

(3)南茂夫 ・木村一郎 ・荒木勉「はじめての計測工学」講餃社

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 定期試験 70% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜価 提出課題 3~ 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
高校数学 ・物理の知識は必要なので各自復習しておくこと。

本科目は、機械コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-1,C-1, C-2に対応する。
傭考 再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

CAD濱習(Seminaron Computer Aided Design) 

S112S713 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名福永道彦

選択 1 2年 理工学部 後期

E-mai I fukunagamlto i ta-u ac j p 内線 7800 

授 近年におけるものづくりのパラダイムシフトの根本は二次元CADであるといって過言ではない 二次冗CADの活用は製図作業の省力化のみならず，餃計を助けるツールとして

業 ，また生産全体を管理にも援用されて生産性の向上や品質管理に援用されるなど，きわめて広い活用法が提案され， 実際に用いられている．本授業では，三次元CAOの基本

の 的な仕組みと操作法を習得し，将来の活用のための基礎を身につける

概

妻

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1＝次元CADに関する基本的な考え方を理解した上で，これを用いた＝次元物体のモデリング，設計への援用，解析のための利用，

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1三次元CADの基本的な考え方と用途

2 ＝次元形状のモデリング ：押し出し

3 ＝次元形状のモデリング ・プール演算

4三次元形状のモデリ ング ：鏡像，複写など

5アセンプリモデルの作成

6二次元図面の作成 ：部品図

7二次元図面の作成：組立図

8寸法公差の設定 ：長さと角度

9寸法公差の設定 ：はめあい

10幾何公差の設定形状を示す公差

11幾何公差の設定 ：位置姿勢を示す公差

12幾何公差の設定 ・動的な公差

13機械要素の使用・ラジアル軸受

14機械要素の使用： スラス ト軸受

15複雑な形状のモデリング ：ロフト， スイープ

ラア A：知靡の定着・確認 参考書を参照すればさらにハイレペルな解析が実施できる．
工そ

lクB：意見の表現 ・交換 夫 の
＿ ア c：応用志向

゜
他

ン イ の
グブ D：知織の活用 ・創造

゜準傭 テキストを事前に醗んでおく (!Oh) 
時間外学修 学修
の内容と時

事後 CAD図面の作成 (30h)
間の目安

学修

別途指示する

教科書

3次元CADから学ぶ機械設計入門， 洋佐年， 森北出版株式会社

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜
評 製図課題 100" 

価

の

方
法

及

び
評

価
割

合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（ 分野） 授集形式

機械力学基礎・傾析(Dynamicsof Machi nery(Fundamenta I and Ana I ys is)) 

SI 12S210 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 劃孝宏

必修 3 3年 理工学部 前期

E-mai I ryu@oita-u.ac.jp 内線 7775 

授 私達の周りには， 自勁車・電車・飛行機・船舶などの輸送機械，掃除機 ・洗濯機 ・オーディオ機器などの家庭用電気機器，携帯霞耗機などの通信用機器など，多様な機械 ・

集 槻器が用いられています機械力学は，この様な携械類が正しく働き，安心してより長期間使用でき，かつ危険の燕いように作り上げる時に用いられる応用的な要素の強し

の 学問です．本讀義は，携械の動力学的現象，すなわち機械の運動をその原因である力に基づいて明らかにしようとするもので，その解析法などを理解することを目的としま

概す

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目憬1教科書に使用されているばね要素と質量（または慣性モーメント）からなる1自由度系の自由振動の運動方程式を導出できる．

゜目標2減衰のない1自由度系の自由振動の運動方程式から，固有振動数を導出できる．

゜目標3減哀のない1自由度系の自由振勲の運動方程式に初期条件を与え，自由振動解を求めることができる．

゜目標4 減哀のある1自由度系の自由振動に対する減衰固有振動数および自由振動解を求めることができる．

゜目標5 強制外力や強制変位が作用した1自由度振動系の運動方程式を導出できる．

゜目標6 目標5の運勁方程式から，強制振動応答および位相を求めることができる．

゜目標7教科書に使用されているばね一質量からなる2自由度系の自由振勲の運動方程式を導出できる．

゜目標8 目標7から，固有振動数2つ，固有モード2つ及び自由振動解を求めることができる．

゜目標9

目標10

授業の内容

1振勲の基磋：調和振動，数学的背妖知識の復習

2 I自由度系の自由振動(I)：不減衰系の自由振動

3 I自由度系の自由振動（2):回転系の自由振動

4 I自由度系の自由振動 （不減衰系の自 由振勁） 解析 ・演習

5 I自由度系の自由振動(3)：減衰系の自由振動 （運動方程式，減衰振動波形）

6 I自由度系の自由振動(4)：減衰系の自由振動 （減衰比，対数減衰率）

7 I自由度系の自由振動 （減衰系の自由振動） 解析 ・演習

8 I自由度系の強制振動(I)・応答曲線と共振

9 I自由度系の強制振動(2)：粘性減衰系の強制振動

10 1自由度系の強制振動 （粘性減衰系の強制振動） 解析 ・演習

II I自由度系の強制振動(3)：一般減珪系の強制板動

12 I自由度系の強制振動 （一般減衰系の強制振動） 解析・演習

13 l自由度系の強制振動(4)：不釣り合い外力による強制振動

14 I自由度系の強制振動 （不釣り合い外力による強制振動） 解析・演習

15 I自由度系の強制振動(5)：変位による強制振動

16 I自由度系の強制振動 （変位による強制振動） 解析 ・演習

17 I自由度系の強制振動(6)：振動伝達と防振

18 I自由度系の強制振動(7)・ロータ系の振動

19 I自由度系の強制振動 （振動伝達と防振，ロータ系の振動） 解析・演習

20 2自由度系の自由振動（1) 運動方程式（ばね一質量系）

21 2自由度系の自由振動（2):固有振動数と固有モード（ばね一質最系）

22 2自由度系の自由振動（3) 自由振勲解（ばね一質量系）

23 2自由度系の自由振動（固有振動数，固有モード，自由振動解） 解析 ・演習

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

ラア
A：知謙の定着・確認 0本講義では，謂義の進捗に伴い，学生に意見を求め理解度を逐次確窮し

工そ
ピデオや笥出な実験装置の活用

1ク B．意見の表現・交換 oます．課題（宿題や小テスト）を行います． 夫の

ーア c：応用志向
他

ンイ の
グブ D：知紐の活用・創造

゜時間外学修
準備 物理学や微分方程式の復習 (10h)

学修
の内容と時

事後 実施した構義内容の復習 (30h)
間の目安

学修

岩田佳雄，佐伯帳人，小松脩俊彦著，携核振動学，数理工学社

教科書

末岡淳男，綾部隆著機械力学，森北出版

参考書 末岡淳男ほか著，機械力学演習，森北出版 I 



成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題 301' 。
゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜価 期末試験 70¥1¥ 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

本講義を受講するためには，行列 ・ベクトル解析などの線形代数学，微分 ・積分学あるいは運動学 ・カ学 ・機構学などの基礎的知識を予備知識として必要とするの
注意事項 で，関連する専門基礎科目の学習を十分理解しておいてください。その他の注意事項は初回の謂義で解説します。

備考
本科目は，槻核コースのJABEE 学習・ 教育到達目標のうち， A-2に対応します。再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとします。質問は

，授業時間中や教且室で受け付けますし， e-mail(ryuQoita-u. ac jp)でも対応できます．

リンク
URL I 

担当教且(T,,

実務経験c

゜右鉦

教只の実さ
九州松下電器

よ論

実務経験た葱を
いかし 企業のおける製品設計を反映できる機械力学分野の教育を実施しています．

古内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（ 分野） 授集形式

シスナム制御(SystemControl) 

S112S211 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名中江貴志

必修 2 3年 理工学部 前期

E-mai I tnakaeOo i ta-u. ac. j p 内線 7788 

授 自動車、鉄道、航空機などの乗り物や、家庭の身の回りにある便利な機器はそのほとんどが制御機器である。この授業は、制御理論の基本である、古典制御理論を学習し

集、それらがどのように活用されているかを学習することを目的とする。さらに、現代制御理論を基礎とした制御システムの状態方程式による表現および制御方式について学

の ぶことを目的とする。

概その他の科目との関連
蔓基礎科目は、 2年前期に開構される機械物理学です。また、関連科目は3年前期に開講されるメカトロニクス，3年後期に開講させる機械力学です

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 システムから得られる微分方程式から伝達関数を求めることができる 00  

目標2 インパルスやステップ入力に対する応答を求めることができる 00  

目標3各種の安定判別法を利用し安定性を謂ぺることができる 00  

目標4 システムの状態方程式による表現ができる 00  

目標5多入力多出カシステムの理解ができる 00  

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンス，制御工学の概要l、（フィードパック制御の仕組み）

2制御工学の概要2（制御の発展と経緯）

3制御系の解析手法 1（ラプラス変換 ・逆変換）

4制御系の解析手法2（伝達関数）

5 要素の伝達関数（比例・積分・微分要素・遅れ）

6 プロック線図の等価変換

7基本要素の過渡応答（単位イ ンバルス応答、単位ステ ップ応答）

8周波数応答 1、（周波数伝達関数と周波数応答）

9周波数応答2、（ボード線図）

10制御系の安定性と安定判別法

11フィードパック制御系の定常特性とその評価

12現代制御理鯰の背景および数学，状態方程式の基礎

13状態変数と状態方程式

14状態方程式と伝達関数の関係

15特性方程式および単位インバルス応答

ラア A：知諜の定着・確認 〇 演習中間試験，調ぺ学修，グループワーク
工そ

1クB・意見の表現・交換 夫の

- 7 C．応用志向
他

ンイ の
グプ D：知謙の活用 ・創造

゜時間外学惰
準傭 テキストを事前に貌んでおく (!Oh)

学修
の内容と時

事後 演習レポートを用いて復習する(!Oh)
間の目安

学修

今井弘之、竹口知男、能勢和夫共宅、やさしく学べる制御工学、森北出版

教科書

小林伸明若，基礎制御工学，共立出版

参考書 金子敏夫若，機械制御工学， 日刊工業新聞社

中野道雄、美多勉著、制御基礎理綸［古典から現代まで］、昭晃堂

成評価方法 割合
目標 目樗 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評中間試験 35% 

゜゚価 期末試験 45% 

゜゚
0 

の演習レポート 20% 

゜゚ ゜゚ ゜方
法

及

び
評
価

割

合

注意事項
講義時間帯に計算を行ってもらうことがありますので、電卓は必ず持参してください。撓械力学基礎 ・演習をよく学習しておいてください。

備考
本科目は、機械コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち、 A-2に対応する。

再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式
伝熱学(HeatTransfer) 

S113S312 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 岩本光生

必修 2 3年
理工学部機様

前期
コース

E-mai I iwa@o i ta-u ac j p 内線 7806 

授 熱の移勲に関する詫現象を取り扱う伝熟学について講義を行う。伝熟学は温度差に伴うエネルギー移勲速度を取り扱う学問であり、火力発電などの大規模プラントや、家庭

集で用いられているエアコン、冷蔵庫等の熱機器の性能向上や高効率化は、エネルギー問題や環境問題への対応から不可欠であり、このためには伝熟学の知識が必須となる．

のこの授業ではまず温度差のある物体内の熱の移動を取り扱う熱伝導と、固体とその周囲の流体間で猛度差がある場合の熱の移動である対流伝熱のうち、ファンなどの外部獣

概 力により流体が移動する場合の強制対流熟伝達ついて説明を行う。

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1熱伝導について理解し、温度差による伝熟量を計算できる。 0 

目標2強制対流伝熟について理解し，熱伝達率と伝熱量を求めることができる。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l導入部：伝熟学 1で学ぶ内容。熱と溢度、伝熟とは何か

2熱伝導，フーリエの法則．無限平行平板で両面に温度差がある場合の伝熟量

3熱伝導率，熟伝導方程式：材料や溢度などによる熟伝導率の変化と，熱伝導方程式の理解．

4平板の 1次元定常熱伝導，複合板 ：平板や複合平板での伝熱量

5 円管 ・球 ：円管やそれに断熱材を巻いた場合，また球などでの伝熱量

6伝熟拡大面・フィン・フィン形状 ・材質などによるフィン効率の変化．フィンから流体への伝熟量

7 2次元定常熟伝導・ 1次元非定常熱伝導：これら蘭単な系での解析的な取り扱い方法

8強制対流熟伝達の概要，速度 ・温度境界層

9対流熱伝達，熱伝達率，ヌセルト数，プラントル数

10層流境界層の基礎式：連続方程式，運動量方程式，エネルギ一方程式

11平板層流熱伝達：プロフィル法による平板層流熱伝達の近似解，相似解，平板から流体への放熱量の計算方法

12円管内の熟伝達 ：加熱された円管内を流れる流体における局所熟伝達の取り扱い

13円管内の熱伝達II・乱流強制対流伝熱 ：加熟区間出口での混合平均溢度の導出。乱流熱伝達の特徴と実験式。

14円柱 ・球周りの熟伝達 I・流れに肛交する円柱回りの熱伝達

15円柱 ・球周りの熱伝達n．加熱された球の熟伝達。伝熱 ］まとめ

ラア A．知鰈の定着 ・確認 〇学生の理解を確認するため，毎回課題を課すことにより理解度を確認し
工そ

実際の応用例を実物や写真を基に税明している。

lク B •意見の表現 ・ 交換 ，次週にその解説や補足を行っている 夫の
ーア c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇．知謙の活用 ・創造

時間外学修
準傭 教科書を事前に糀んでおくこと (30分）

学修
の内容と時

事後 課題プリントを提出のこと (60分）
間の目安

学修

「伝熱工学」相原利雄著、裳薙房 (2009) 3,500円（税別）

教科書

「伝熱学の基礎J 吉田駿著、理工学社 (1999)2, 100円

参考書 「エスプレッソ伝熱工学」 相原利雄，裳華房 (2009)3, 200円

成評価方法 割合
目標 目憬 目標 目憬 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習 151' 

゜゚価 試験 851' 

゜゚の
方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項

備考
再試では試験 100％で評価する。 再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



担当教只(T,

実務経験c

゜有無

教貝の実秒
岩本光生 ：（株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当江饂

実務経験た亀を
しヽ かし 実際の製品に伝熱学がどのように使われるかを具体例を交えて講義を行う。

宅内容



ナンパリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・［新主題 】／（ 分野） 授業形式

流体工学(FluidEngineerin11) 

S113S412 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 栗原央流

選択 2 3 理工学部 前期

E-mai I 内繰

授 数学的な表現を用いた流れの精密な解析法を学び，流体現象の直戌的な理解を深めると同時に理綸的な思考力を養うことを目標とするこれにより，流体における波動現象

業や特徴的な流れをモデル化・定式化し，適切な手法を用いた流れ場の解析が可能となる．

の

概

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1質量保存則，運動量保存則，エネルギー保存則に基づいて流体力学の基礎方程式系を導出し，その過程からそれぞれの微分方程 00  

目標2完全流体の2次元非圧縮渦なし流れの理論は，速度ポテンシャルと流れ関数という一つの関数によって複素関数綸と同一のものと

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1流れの表現方法とラグランジュ微分

2 質量保存則と連続の式

3 テンソル解析の基礎と粘性応力

4完全流体の運動量保存則とオイラーの運動方程式

5粘性流体の運動量保存則とナピエ・ストークス方程式

6 エネルギー保存則

7流体運動の基礎と流線，流跡線，流脈線

8 渦度と循環

9 速度ポテンシャル

JO運動量方程式の積分とペルヌーイの定理

11 2次元非圧縮渦なし流れの力学と複素速度ポテンシャル

12複素速度ポテンシャルによって表現される代表的な流れ

13円柱を過ぎる一様流れとダランペールのパラドックス，クッタ ・ジューコフスキーの定理

14プラジウスの公式

15等角写像と2次元翼周りの流れ

ラア A知紐の定着・確認 o各回ごとに発展的な内容を含む課題を課す
工そ

lク8：意見の表現・交換 夫の
ー-ア- c：応用志向

他

ンイ の
グブ D：知諜の活用・創造

時間外学惰
準備 高等学校で学習した微積分とベクトル，複素関数の知識に加えて大学 1, 2年次に学習した微分積分，線形代数をよく理解しておくこと (!Oh)

学修
の内容と院

事悛 偏微分方程式による現象の配述やペクトル解析の考え方についての復習 (30h)
間の目安

学修

必要に応じて資料を配布する

教科書

流体力学 （前編）， 今井功，裳韮房

参考書 Fluid Mechanics 2nd edition, L. D. Landau and E. M. Lifshitz, Pergamon Press 

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目襴 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 s '6 7 8 ， 10 
籟
評定期試験 80" 

゜゚価 レポート 20% 

゜゚の
方
法

及

び
評

価
割 ， 

合

注意事項

再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。
備考

｀ 
リンク

URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 ］／（ 分野） 授業形式
機械応用設計・解析(MachineDesign) 

S113S714 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 齋藤詈ー

必修 I 3年 理工学部 前期

E-mai I ssa i touOo I ta-u. ac.j p 内線 7798 

授 機械工学における設計の集大成を酎ることを意図して，送恩機をテーマにした設計を行う 送風機に関する一般的な内容で講義を行った後に，受講生各自が異なった設計条

集 件で設計計算及び図面作成を行う．教只 ．TAのマンツーマンでの対応により ，設計書，図面のチェックおよびアドパイスを行う 学生は個別のテーマを深く掘り下げること

の が出来るため，槻捩工学の総合餃計能力を高める ことが期待できる．

概

褒

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 これまでに修得した 体工学等の知 と設計手法の知識を結びつけて，設計計算ができるこ と

゜目標2知織としての物理現象が実際の機械部位で生じている現象と持つ相関を理解し．強度計算ができること

゜目標3計算結果をまとめた骰計書およびその結果を正しく反映した図面を作成できること

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1ガイダンス（機械工学の基本科目との関係）

2 テーマの内容，各種部品の材料，強度，機構，力学の計算 【機械設計】

3計算書，殷計仕様

4設計項目の算出方法 【流体工学 ・材料力学の活用】

5 9t算書のまとめと図面作成方法，課題の提示

6設計計画の立案，仕様の決定

7各種機械要素の設計方法の謂査，設計計算（羽桟）

8設計計算（流路）

9設計書の審査

10設計書の修正，再審査，図面作成準備

11 図面作成（羽根）

12図面作成（流路）

13 図面作成（寸法線と仕上げ）

14図面の審査

15図面の修正，再審査

ラア A．知紐の定着・確認 0設計警，図面作成作業にて，個々に意見交換を行う
工そ

1名の教只にて，できる限り質疑応答に対応する

1ク B•意見の表現 ・ 交換

゜
夫の

ニテ c：応用志向 他
ン イ の
グブ D：知諜の活用・ 創造

時間外学修
準傭 設計書，図面の作成に必要な知識の復習 (3h)

学修
の内容と時

事後 設計書，図面の作成 (15h)
間の目安

学修

資料配布

教科書

伍賀篤箸空気機械骰計，パワ一社

参考書 生井武文著， 遠心軸流送風機と圧縮機，朝倉書店
押田良輝，褐浅達治，松井宏雄，竹内彰敏共著，渦巻ポンプ歯直ポンプ遠心ファン，オーム社

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 設計書の中間審査 20~ 

゜゚ ゜価 最終設計書 40'.4 

゜゚ ゜の 図面 40% 

゜゚ ゜方

法
及

び

評
価

割

合

注意事項
機械応用設計 ・解析を受講するものは，機捩製図，機械設計製図， CAD演習は全て単位を習褐しておく必要がある．設計書および図面の作成中，不明な点は適宜質問

すること

傭考
科目は，機械コースのJABEE 学否 ・教育到達目標のうち， C-2,D-I, D-3, F-3に対応する．

リンク
URL I 



ヽ

ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

機械工学実験 1(Mechanical Experiment!) 

S112S511 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 機械全教員

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I 内練

授 機械工学に関する知識を学生自身が自発的に確認するために，学生自身が立接実験を行うことにより，各種の講義内容の理舷を深めるとともに，基礎的な実験の進め方，＇
業測器や取扱い方等を学習し，住得した内容および実験から得られた結果 ・考察をレポートとしてまとめる。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1流体力学，流体機械、機械力学．設計工学などの分野に関する学習内容を実際の実験を通して理解する。

゜゚ ゜目標2 グループ学習を通して，コミニュケーション能力を育む

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1ガイダンス

2材料力学 ・材料強度学実験 I （引張試験）

3データまとめ，レポート作成指導，中間チェック

4材料力学 ・材料強度学実験1l （曲げ試験）

5データまとめ，レポート作成指導，中間チェック

6熟力学 ・伝熟学実験 I （熟伝導率の測定）

7データまとめ， レポート作成指導，中間チェック

8熱力学 ・伝熱学実験Il （小型蒸気プラント）

9データまとめ，レポート作成指導中間チェック

10流体力学 ・流体機械実験（遠心送風機性能試験）

11データまとめ，レポー ト作成指導，中111lチェック

12機械力学基礎実験（振動）

13データまとめ，レポート作成指導中間チェック

14 設計 • 生産工学に関する実験 （メカ トロ実験）

15データまとめ，レポート作成指導中間チェック

ラ ア
A：知様の定着・確認 〇各回の実験レポートを添削して学生返却し，指摘箇所を修正させている

工 そ
1ク B：意見の表現 ・交換 o・ これより結果のまとめ方，報告書の書き方を理解させている 夫の
ーア c：応用志向

゜
他

ン イ の
グブ D：知鰈の活用・ 劇造

゜準備 テキストを事前に貌んでおく (!Oh) 

時間外学と修時 学修
の内容

事後 レポートの作成 (30h)
間の目安

学修

実験を指導する研究室で作成したテキスト資料を配布する

教科書

「理科系の作文技術」、木下是雄著、中公新書、 756円

参考書 「レポートの紐み立て方」、木下是雄著、ちくま学芸文庫、 842円

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目憬 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 各テーマのレポート 100" 

゜゚価

の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
指導教只の指示に従うこと

備考
本講義では，再試は実施しません

リンク
URL I 



‘ 

担当教只の

実務経験r,;

゜右無

劉孝宏：九州松下電器

教只の実務岩本光生 ：（株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当

経験 齋藤苔―•宮士電機（株）で殷計開発業務を担当

教只以外で

指導に関わ

゜る実務経験

者の有無

教只以外の

指導に関わ
大坪裕行，姫野沙耶香 ：企業で実務業務を担当

る実務経験
者

実い務か吉経内し験容た教を大学だけでなく企業の視点から，この構義の重要性と，大学で身につけるべき素養についての助言を行う



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／ （分野） 授業形式

機械工学実験2(Mechanical Experiment2) 

SI 12S512 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 機械全教員

選択 2 3年 理工学部 後期

E-mai I 内線

授 機械工学実験1に引き続き，機械工学に関する知織を学生自身が自発的に確詑するために，学生自身が直接実験を行うことにより，各種の講義内容の理解を深めるとともに

集 ，基礎的な実験の進め方，計測器や取扱い方等を学習し，店得した内容および実験から得られた結果 ・考察をレポートとしてまとめる．

の

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械工学における四カ学の実際の現象に対する応用を理解する 00  
目標2

目標3

｀ 
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lガイダンス （担当 ：全教只）

2材料力学 ・材料強度学実験（曲げ） （担当 ：全教只）

3データまとめ， レポート作成指導中間チェック（担当 ：全教只）

4 熟力学・伝熱学実験 1 （エンジン） （担当：全教只）

5 データまとめ， レポート作成指導，中間チェック （担当：全教貝）

6熟力学 ・伝熟学実験Il （対流伝熱） （担当：全教只）

7データまとめ， レポート作成指導，中間チェック（担当 ．全教只）

8 流体力学・流体機械実験 I （抗力） （担当 ：全教只）

9 データまとめ， レポート作成指導，中間チェック（担当：全教只）

10流体力学 ・流体機械実験1I （風車） （担当全教只）

11データまとめ， レポート作成指導，中間チェック（担当：全教只）

12機械力学実験（振れ振動） （担当 ：全教只）

13デークまとめ，レポート作成指導，中間チェック（担当 全教只）

14 設計 • 生産工学に関する実験（精密測定） （担当 ：全教貝）

15データまとめ，レポート作成指導中間チェック（担当 ：全教只）

ラア A：知謙の定着・確認 〇各回の実験レポートを添削して学生返却し，指摘箇所を修正させている
工そ

lクB：意見の表現 ・交換 ．これより結果のまとめ方，報告書の書き方を理解させている． 夫の
ニテ c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用 ・創造

時間外学修
準備 テキストを事前に院んでおく (!Oh)

学修
の内容と時

事後 レポートの作成 (30h)
間の目安

学修

実験を指導する研究室で作成したアキスト資料を配布する

教科書

「理科系の作文技術」、 木下是雄著、中公新書、 756円

参考書 「レポートの組み立て方」、木下是雄 著、ちくま学芸文庫、 842円

成 評佃方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 100" 

゜価

の

方
法

及

び
評

価

割

合

注意事項
指導教只の指示に従うこと

備考
本講義では再試は実施しません．

リンク
URL I 



｀
 1劉孝宏：九州松下霞器

岩本光生 ：（株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当
ー・ 宣 土．m 皿／証ヽ→m 已 nnm血エセ全．ゃ山

大学だけでなく企業の視点から，この講義の直要性と，大学で打につけるべき素養についての助言を行う．



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（ 分野） 授業形式

機械力学(Dynami es of Machinery) 

S112S212 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 劃孝宏

必修 2 3年 理工学部 後期

E-mai I ryu@o i ta-u. ac.j p 内線 7775 

授 機械装置あるいは構造物が複雑になると，解析モデルも1または2自由度系などのような小さな自由度の振動モデルでは，対応が困難になる場合が出てきます，この様な状

集況に対応することが出来るように，多自由度系，連続体の振動現象を対象とします．携捩力学基礎 ・演習の続きと．して配置した内容で， したがって機械力学基礎 ・演習を習

の 得したものとして講義を進めます

概

憂

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1教科書の不減衰ばね質量系，回転系および車体系の自由振動に関して，運動方程式を導出できる．

゜目標2 目標lの運動方程式で使用されている物理量に数値を与え，固有振動数2つと固有モード2つを求めることができる．

゜目標3 目標lの2自由度モデルに対し，強制外力やトルクを与えたときの運勘方程式を導出できる．

゜目標4 目標3で導出した運動方程式で使用されている物理量に数値を与え，応答曲線を計算することができる．

゜目標5 1自由度強制振動系の振動抑制のための動吸振器の最適設計ができる．

゜目標6 目標1~4の行列表示ができる．

゜目標7 弦の振勤，はりの縦振動 ・横振動に対し，境界条件を与え，固有振動数および固有モードを計算することができる．

゜目標8

目標9

目標10

授業の内容

1機械力学基礎・演習の復習， 2自由度系（ばね一質量系）の自由振動解

2 2自由度系の自由振動(I)：ねじり振動系

3 2自由度系の自由振動（2):直体系

4 2自由度系の自由振動(3): 2自由度系の自由振動の総括

5 2自由度系の強制振動(1)：運動方程式と応答曲線

6 2自由度系の強制振動(I)：減衰のある強制振動，動吸振器

7 ラグランジュの運動方程式(I)・運動方程式の導出

8 ラグランジュの運動方程式(2)：例題

9 多自由度系の振動(1)：運動方程式の導出と行列表示

10多自由度系の振動(2)：自由振動解析

11多自由度系の振動(3) 強制振動応答

12連続体の振勤(I)：弦の横振動

13連続体の振勤(2).*毒の縦振動

14連続体の振動（3) はりの曲げ振動（運動方程式，境界条件）

15連続体の振動(3)：はりの曲げ振動（運動方程式，境界条件）

ラア A：知紐の定着 ・確認 0本講義では．講義の進捗に伴い，学生に意見を求め理解度を逐次確認し
工そ

講義中の蘭単な実験を行います．

lクB．意見の表現・交換 ま゚す課題を提出しでもらいます． 夫の
＿ア c：応用志向

他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・ 創造

゜時間外学修
準傭 懐械力学基礎 ・解祈の復習 (!Oh)

学修
の内容と時

事後 謂義ごとの復習 (30h)
間の目安

学修

岩田佳雄，佐伯暢人，小松綺俊彦著，機械板動学，数理工学社

教科書

末岡淳男，金光隔ー，近藤孝広著，機械振動学，朝倉書店

参考書 末岡淳男， 綾部隆著，機械力学，森北出版

末岡淳男ほか著，機械力学演習森北出版

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 35% 

゜゚ ゜゚価 期末試験 451' 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜の 課題 20lら

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜方

法

及

び

評

価

害

合

注意事項
機核力学基礎 ・解析の習得を前提とします。なお， ベクトル ・マ トリクスなどの代数学の知識も必要です。その他の注意事項は講義の初回に説明します。

備考
本科目は，機械コースのJABEE 学習・教育到達目標のうち， A-2に対応します。再試では試験 JOO％で評価する。再試における評価は最大でも C とします。質問は

，授業時間中や教只室で受け付けますし， e-mail(ryu@oi ta-u. ac. jp)でも対応できます．

リンク
URL I 



担当教貝の

実務経験の

゜右無

教只の実秒
九州松下電器

江齢

実務経験を

いかした巻企業のおける製品設計を反映できる機械力学分野の教育を実施しています．
杏内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（ 分野） 授業形式

熱エネルギー工学(ThermalEnergy Engineering) 

S113S313 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 田上公俊

選択 2 3年 理工学部 後期
ヽ

E-mai I tanoue@o i ta-u. ac.j p 内線 7780 

授 熟機関を，作動流体に熱を供給する方法および作動流体の有する熱エネルギを機械的仕事に変換する方法の組合せで各種のエンジンに分類し，それぞれの特徴について先ず

業 学びます。講義では主としてビストンエンジンおよびガスタービンについて学習し，それぞれの構造作動原理，サイクル論および性能評価について理解を深めることを目

の 的とします。

概 ビストンエンジンやガスターピンはそれ自体が一つの完成された総合機械であり，熱力学，流体力学，材料力学，機械力学，機械材料，横構学などの機械工学のあらゆる分

蔓 野にわたる総合工学の所産です。したがって，その構造，作動原理，性能を理解するうえで，撹械工学のどの学問がどのように関わっているかを知る必要があります。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 エンジンの構造と作動原理および個々のエンジン特有の現象について理解を深める。

゜目標2 2年次で学んだ熱力学での知識を用いて，各種エンジンのサイクル性能評価法を理解する。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容 ヽ

1序論 ①熱機関の歴史，②熟機関の分類と特徴，③演習

2序論 ①熱撓関の歴史，②熱機関の分類と特徴，③演習

3 ビストン機関 ①ビス トン機関の分類と特徴 ② 4サイクル機関と 2サイクル機関の基本構造， ③ガソリン機関とディーゼル機関の総合比較，④演習

4 ビスト ン機関 ①ビス トン機関の分類と特徴， ② 4サイクル機関と 2サイクル機関の基本構造， ③ガソリン機関とディーゼル機関の総合比較，④演習

5 ビストン機関 ①ビストン機関の分類と特徴， ② 4サイクル機関と 2サイクル機関の基本構造， ③ガソリン機関とディーゼル機関の総合比較，④演習

6 ピスト ン機関 ①ビス トン機関の分類と特徴， ② 4サイクル機関と 2サイクル携関の基本構造， ③ガソリン機関とディーゼル機関の総合比較，④演習

7 サイクルと熟効率 ①ヒ・ストン機関の理論サイクル，②ピストン機関の実際サイクル， ③ガスタービンの理論サイクル，④コンパインドサイクル，⑤演習

8 サイクルと熱効率 ①ビストン機関の理論サイクル，②ビストン機関の実際サイクル， ③ガスタービンの理論サイクル，④コンバインドサイクル，⑤演習

9 サイクルと熟効率 ①ビストン機関の理論サイクル，②ビストン機関の実際サイクル， ③ガスターピンの理論サイクル，④コンバインドサイクル，⑤演習

l0燃料と燃焼 C燃料の種類と性質，②燃焼の基礎，③ガソリン機関の燃焼， ④ディーゼル機関の燃焼，⑤演習

II燃料と燃焼 C池料の種類と性質，②燃焼の基碍③ガソリン機関の燃焼， ④ディーゼル機関の燃焼，⑤演百

12吸気および排気装置 ① 4サイクル機関の容積効率，②2サイクル機関の掃気効率，③演習

13吸気および排気装置 ① 4サイクル機関の容積効率，② 2サイクル機関の掃気効率，③演習

14性能と計測 ①平均有効圧力，②出力とトルク，③燃料消費率，④演習

15性能と計測 ①平均有効圧力，②出力とトルク，③燃料消費率．④演習

ラア A：知謙の定着 ・確認 Oレポート課題による知識の定着 ・確認
工 そ

1ク B：意見の表現 ・交換 夫 の
-•一 T一c：応用志向

他
ンイ の
グブ D•知靡の活用・ 創造

時間外学修
準傭 テキストを事前に醗んでおく (!Oh) 

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (15h)，レポートの作成 (15h)
1111の目安

学修

廣安博之，費討幸男共著，内燃機関，コロナ社

教科書

長尾不二夫著．内燃機関講義（上巻），養賢堂，

参考書 河野通方ほか3名，最新内燃機関，朝倉書店

大岩紀生，わかりやすいガスターピン，共立出版

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 a ， 10 

評 レポート 30% 

゜゚価 期末試験 70% 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

割
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする

合

開講回数の70％以上の出席がない場合，再履修となります。遅刻は原則として取りませんので，時間厳守して下さい。レポートは計算過程を丁寧に書き期限内に必
注意事項 ず提出して下さい。提出期限を過ぎたレポートは原則として受付けません。レポートの未提出が1/3以上あれば再履佐とします。また，ほとんど解答していな

本科目は，機械コースのJABEE 学百 ・教育到達目標のうち， A-2に対応する
傭考 基礎科目：熱力学基礎 ・演習，熟工学

リンク
URL I 



ナンバリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・［新主題］ ／（ 分野） 授集形式
エネルギー移動工学(Energytransfer en1ineering) 

S113S314 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名岩本光生

必修 2 3年 理工学部 後期

E-mai I iwo@o i ta-u ac j p 内線 7806 

授 先の「伝熟学」の講義による熱伝導、強制対流に引き続き、自由対流・沸騰 ．凝縮 ・放射によるエネルギー移動による伝熱現象について講義を行う。自然対流現象は強制女

業 流のようにファンなどの可動部が必要でないため、信頼性の高い冷却が可能であり、また静音性が求められるオーディオ機器内の電子部品の冷却にも用いられている。沸

の 騰伝熟は発霞所や工揚などの蒸気ボイラ内の伝熟現象などであり、凝縮は発霞所の蒸気復水器等に用いられている。放射による伝熱は、太閲エネルギー放射のような巨大

概 なものから、工業的には自動車製造ラインでの塗装の乾燥等幅広い応用分野がある。これらのエネルギー移動による伝熟について講義する。

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 自由対流熟伝達について理解し、これらによる伝熱量を計算により求める事ができるこ

゜゚ ゜目標2沸騰 ．凝縮伝熱について理解し、これらによる伝熱量を計算により求める事ができるこ

゜゚ ゜目標3放射伝熱について理解し、これらによる伝熱量を計算により求める事ができるこ

゜゚ ゜目標4

目標5

目標6

目標7 ヽ

目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1 自由対流熱伝達（ 1) 自由対流の発生メカニズム

2 自由対流熱伝達（2)鉛直平板の層流自由対流熱伝達の近似解

3 自由対流熱伝達（3)鉛直平板の層流自由対流の相似解

4 自由対流熱伝達 (4)乱流自由対流熱伝達，物体周りの熱伝達

5 自由対流熱伝達（5)干渉を伴う自由対流，密閉層内の自由対流

6沸騰熟伝達（ 1)沸謹曲線．沸騰現象と沸騰状態

7沸騰熱伝達 (2) 平衡気泡，過熟度，気泡核

8沸騰熟伝達 (3) プール沸騰熱伝達

9沸騰熱伝達（4) 限界熱流束，膜沸騰

10凝縮熱伝達（ 1)鉛五面への凝縮

11凝縮熟伝達 (2)水平円管への凝縮

12凝縮熱伝達（3)滴状凝縮．ヒートパイプ

13放射伝熱（ 1)黒体，灰色体，プランクの法則， ウィーンの変位則，放射強度

14放射伝熱（ 2)形態係数， 2面間の熟交換量．

15放射伝熱（ 3)黒体・灰色体・実在物体の放射特性，放射の波長依存性，指向性，多頂反射

ラア A知1位の定着・確認 〇学生の理解を確詑するため，毎回課題を課すことにより理解度を確認し
工そ

1クB．意見の表現・交換 ，次週にその解説や補足を行っている 夫 の
-T  

C• 応用志向 他
ンイ の
グブ D．知鰈の活用・割造

準備 教科書を事前に読んでおくこと (30分）
時間外学修 学修
の内容と時

事後 課題プリント (60分）を解いて提出のこと
間の目安

学修

r伝熟工学J相原利雄著、裳慕房 (2003) 3,675円

教科書

「伝熟学の基礎J 吉田駿著、理工学社 (1999)2, 100円

参考書 「エスプレッソ伝熱工学J 相原利雄，裳敵房 (2009)3, 200円

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
課姪プリ ント

゜゚ ゜
評 15% 

価 試験 85l' 

゜゚ ゜の

方
法
及

び
評

価

割
合

注意事項
関数電卓持参のこと．

傭考
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



担務肖教只ヽ
実経験c

゜有無

教只江の騎実移 岩本光生：昭和62年 4月～平成2年 12月 ：（株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知識を基礎とした応用製品の開発を担当

実務経験オ

い守か内し容た老
実際の製品に伝熱学がどのように使われるかを具体例を交えて講義を行う。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授集形式

流体エネルギー工学(FluidEnergy Engineerin1) 

S113S413 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 濱川洋充

選択 2 3年 理工学部 後期

E-mai I hamakawaOo i ta-u. ac. j p 内線 7778 

授 ターボ機核とは、流体と機械要素である羽根直との間でエネルギー交換を行う機様である。本授業では、ポンプ、水車、送阻機、圧縮機、タービンなどのターボ機械の構進

集 、エネルギー変換の基礎理論、作動原理、運転特性などを謂義する。ニュー トンの運動法則、運動量 ・角運動量などの力学的な法則が頂要であり、これらの原理を理解し迅

の 本的な計算ができることを目標とする。

概

蔓

具体的な到運目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1仕事、エネルギー、勲力等の単位を理解でき、それらを応用できること。

゜目標2 損失、効率の考え方とエネルギーバランスの概念を理解でき、それを定量的に表現できること。

゜目標3 ターボ機械内部でのエネルギー変換過程を理解できること。

゜目標4 ポンプ、水血圧縮携、ターピンの効率の計算方法を理解でき、それらを応用できる こと。

゜目標5 角運動量の式の直要性と作動原理を理解でき、それらを応用できること。

゜目標6オイラーの式の導出過程を理解できること。

゜目標7特異現象を理解でき、それらを応用できる こと。

゜目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1流体エネルギーとエネルギー変換 (1) エネルギー保存則

2 流体エネルギーとエネルギー変換 (2) エネルギー変換、損失、効率

3 ターポ機様の基本法則 (1) 質量保存則、運動量方稜式

4 ターボ機械の基本法則 (2) 角運動量の式、作動原理

5 ターポ機械の理論 (l) オイラーの式

6 ターポ機械の理論 (2) 形式と構造

7 ターポ機械の理論 (3) 速度＝角形、詫パラメータ

8 ターボ機械の性能 (1) 性能曲線と相似則

9 ターポ機様の性能 (2) 比速度

10ターボ機械の性能 (3) 抵抗曲線と運転点

11クーポ機械における特異現象 (I) 失速、サージング

12ターボ機核における特異現象 (2) キャピテーション

13ターボ機械における特異現象 (3) 水撃現象、騒音

14ターボ機械の種類 (1) 風車、水直

15ターポ機械の種類 (2) ポンプ、送風機、圧縮機

ラ アA：知諜の定着 ・確認 〇毎回、講義を聞いて理解していなければ解けないような演習問題に取り
工そ

読めば分かるような簡単なテキストを使用している。講義はテ

1ク8：意見の表現 ・交換 組゚んでもらう。講義の途中で隣の学生との教え合いの時間を設ける。 夫の キストに沿った内容とし、いつでも復習ができるように、 どこ

-- T - c：応用志向
他 を学んでいるかが分かるように工夫している。

ン イ の
グブ 〇：知諜の活用・創造

時間外学り
準傭 テキストを参考にして予習を行う (15h)。

学修
の内容と時

事後 テキス トを用いて授業の復習を行う (30h)。試験の不合格者はテキストの例題および演習問題を復習し、レポー トとして提出する (15h)。試験の結果次第て
1111の目安

学修 、これを繰り返す (15h)。

流れ学 山田英巳、濱川洋充、田坂裕司若森北出版

教科書

大学講義シリーズ15 流体機械の基礎井上雅弘、鎌田好久共著 コロナ社

参考書 JSMEテキストシリーズ流体力学 日本機械学会丸善
わかりたい人の流体工学(I)(II) 深野徹著裳華房

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

゜
評 期末試験 100% 

゜゚ ゜゚ ゜ ゜価

の I 

方
法
及

び
評

価

割合 期末試験JOO％で評価し、 60点以上を合格とする。不合格者は、講義中の全ての例題、演習問題、追加課題をレポー トして期 日までに提出すれば、再試験を受けることがで

きる。再試験は試験100％で評価し60点以上を合格とする。再試験における評価は最大でも Cとする。期末試験および再試験は技術士 1次レベルとする。

注意事項
欠席すると講義の流れが中断し理解できなくなる恐れがあるため、 欠席しないように。

傭考
本科目は、機械コースのJABEE 学苔 ・到達目標のうち、A-2に対応する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

テクニカルイングリッシュ(TechnicalEnglish) 

S113S020 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 嗜・限 担当教員

氏名 機械全教員
第1クォ

選択 I 4年 理工学部 ーター

E-mai I 内線

授 I. 授業の目的

集エネルギー工学分野に関して，英語による読み書きとコミニュケーションに必要な基礎能力を習得することを目的とします。このために，エネルギー工学分野に関する英詑

の で書かれた技術的な文献や英文Webページの読解と作文，英匝での質疑応答などの演習を中心に授業を進めます。また，英栢による情報収集，資料作成， 発表演苔などを通

概 じて， 必要な情報や知識の自主的な学習 ・獲得能力およびそれらのプレゼンテーション能力を養います。

妻 2 カリキュラムに占める位置づけ

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械工学分野における英栢の技術的な文献を読み，理解するすることができる。

゜゚
0 0  

目標2その理解した内容を整理・分析して他者にわかりやすく貌明することができる。 00  

゜
0 0  

目標3機械や実験装置等の英文のマニュアルを読み，そのマニュアルを使って装置等を自分で使えるようになる。

゜゚
0 0  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l工業英話とは

2英栢論文和訳 1

3英粍論文和訳2

4英栢論文和訳3

5 自分の卒業研究に関連した英耗論文の調査と和訳 1

6 自分の卒業研究に関連した英託論文の調査と和訳2

7 自分の卒業研究に関連した英託論文の調査と和訳3

8 自分の卒業研究に関連した英胚論文の調査と和訳4

9 自分の卒業研究に関連した英胚論文の調査と和訳5

10自分の卒業研究に関連した英栢論文の調査と和訳6

II自分の卒業研究に関連した英栢論文の調査と和訳7

12発表演習 1

13発表浪習2

14発表演習 3

15まとめ

ラア A：知I餞の定着・確認 各回の授業で，学生の技術英話文献の読み方や訳などを住正し，さらに
工そ

1クB•意見の表現・交換 内゚容について補足悦明を行い，技術論文作成の形式や，英栢での論文表 夫の
- T c：応用志向

現を理解させている． 他
ンイ の
グブ D：知織の活用・創造

゜時間外学修
準備 英栢論文の和訳 (20h)

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (20h)
間の目安

学修

各担当教只が授業開始時に指ホする。

教科書

各担当教只が授業開始時に指示する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 個別の諜題に関する発表 JOO" 

゜゚ ゜価

の
方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項
研究室単位でゼミナール形式で行うため、対象は卒研着手者のみとする。

備考

リンク
URL I 



1劉孝宏：九州松下電器
岩本光生： （株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当

·—. 1!rナ→ 

1大学だけでなく企業の視点から，会社における工業英語の重要性と，大学で身につけるぺき英栢の素養についての助言を行う



ヽ

ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 ］／（分野） 授菓形式
工業倫理(Seminaron Engineering Community) オンライン （オンデマ

S112S021 ンド型）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教日

第3クォ
氏名機械全

必修 1 2年 理工学部
ーター（

後期 ）

E-mai I 内線

授 将来の機械技術を担う者として、機械技術が社会や自然に及ぽす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任について自ら学び、プロの技術者としての行動規範
集と責任への理解を深め、工学倫理的に自律性の高い技術者を守てることを目指す。

の

概

蔓

頃体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 ものづくりに責任を仇う技術者として、工学技術上の問題は何か、これらに関する知識を持つことができる。

゜゜目標2 工学倫理的な問題を、自ら考察し、分析する能力を持つことができる。

゜目標3 利害が反する考え方、視点が存在することを理解し、議論を通して意見の不一致を認めることができる

゜゜目標4 工学倫理的な想像力を刺激し、そのような問題に対する唸受性を高める こと。技術者としての倫理的責任感を高める。

゜目標5 工学倫理的問題に対して自分の意見 ・主張を適切な判断基準と共に、口頚や文章で表現 ・発表できる

゜゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1ガイダンス

2現代社会を読み解くキーワードとしての倫理

3安全システムの死角と社会を費かすリスク

4 技術者としての倫理

5工学倫理の実践

6倫理運動の社会的発展

7 CSRと企業の取り組み

8 ネットワーク社会における倫理， 
10 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア A•知謙の定着・確認 〇各回の課題についてレポートを提出させるとともに、 GDにより理解をBi
工そ

lクB：意見の表現・交換 。めている。 夫の
- T c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知鰈の活用・ 創造

゜時間外学修
準傭 テキス トを読んでくること (JOh) 

学修
の内容と時

事後 各回のポートを通して理解を深めること。 (30h) 
間の目安

学修

工学倫理 ～技術者としての職業倫理と実践方法～

教科書 堀田源著、工学図書株式会社、 2,420円

「技術者倫理」札野順編、 （財）放送大学教育振興会、平成16年3月20日第1刷発行、 （放送大学教材）

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目憬 目標 目憬 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 901' 。

゜゚ ゜゚価 小テスト 10% 

゜゚ ゜゚ ゜の

方

法
及

び
評

価 ． 
割

合

注意事項

備考

リンク
URL I 



劉孝宏：九州松下電器

岩本光生 ：（株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当
'一 ，宣士

1企業の視点から．工業倫理の直要性について述べる。



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授業形式

機械加工学(BasicMachining) 

S142S015 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 本田拓朗

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I t-honda@o i ta-u ac J p 内線 7781 

授 機械工作法は，機械部品を製作するための技術を科学的に考究する学問であり，機械工学において重要な基盤を占めている機械技術者として，部品の材料・形状 ・寸法精

集度・強度などを鑑み，必要な数量に応じて最も経済的な生産方法を選択するためには，機械工作に関する幅広い知諏が必要である．本講義では、 1年次開講科目「機械工作

の法」 で取り扱わなかった鋳造、溶接および塑性加工などについて取り扱う

概

夏

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械工作法の種類を体系的に税明できる 00  
目標2 鋳造，溶接，塑性加工法について，加工プロセス，長短所，利用例を悦明できる 00  
目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1序論

2 機械加工に使用されている金属材料

3 砂型鋳造法，模型の種類，鋳型の種類

4 砂型鋳造での鋳物砂，溶解

5 特殊鋳造，ダイカスト，低加圧鋳造，シェルモールド法，ロストワックス法

6 各稽特殊鋳造

7 錆造欠陥と検査法，ガス溶接，各種アーク溶接

8 各種特殊溶接

9 各種特殊溶接，ろう付け，各種金属の溶接，溶接欠陥と検査法

10溶接の形式，開先，溶接様式の種類

IIガスおよびアーク切断．塑性加工の概要，鍛造の種類

12鍛造温度，鍛造用型，鍛造品の欠陥，押出し

13各種転造．引抜き．圧延

14熱間圧延，冷間圧延，各種圧延，製管加工

15製管加工，プレス加工，曲げ加工，深絞り加工，張出し加工

ラア
A：知鰈の定着・確認 0現物の回覧や映像資料の提示によりテキストの理解を深めるとともに，

工そ
1クB：意見の表現・交換

小テストおよびレポートによる講義内容の定着を図る．
夫の

ー-ア- c：応用志向
他

ンイ の
グブ 0•知諜の活用 ・ 創造

時間外学修
準備 教科書の予習 (15h)

学修
の内容と時

事後 教科書 ・揖義ノートの復習 (20h), Moodie£の小テスト課題に取り組む (5h)
11l1の目安

学修

教科書は指定しない

教科書

千々岩健児著 新版機械製作法（I) コロナ社 1959年初版

参考書 「機核加工J, 「機械工作J. 「機器製作」 ．．．，などがタイトルに含まれるテキスト

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 30% 

゜
0 

価 期末試験 50'.I¥ 

゜゚の

方
小テスト，レポート 20% 

゜゚法

及

び

評

価

割

合

注意事項

備考
本科目は，機核コースのJABEE 学習，教育到達目標のうち， A-2に対応する 再試では試験 100％で評価する 再試における評価は最大でも C とする．質問は，授

業時間中や教只室で受け付けます．

リンク
URL I 



ナンバリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（ 分野） 授業形式
材料と弾性の力学(Theoryof Elasticity) 

S143S112 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名小田和広

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I oda-kazuh i roilo i ta-u. ac. j p 内線 7797 

授材料に孔や切欠きなどの形状変化部がある場合，応力は局所的に高い分布を示し（応力集中），形状変化部から遠ざかるにつれて集中応力は減衰する。このように，弾性カ

業 学では応力場の概念を理解することが重要である。本構義では，応力集中および応力堤の概念を理解させることに努め，基本的な憐性問題の解を複雑な実際問題に応用し強
の度評価を行う手法について学習する．

概
蔓

澳体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1降伏条件を用いた組合せ応力状態の基本的な強度評価を行うことができる．

゜目標2応力場の概念を理解し，禅性問題を基本的な応力場の解の重ね合わせとして解くことができる．

゜目標3 応力集中の現象を理解し，その程度を概算することができる．

゜目標4 き裂の特異応力湯の性質を理解し，基礎的な強度評価を行うことができる．

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1材料力学と溝性力学 ．材料力学の基本的な事柄，弾性力学との違い

2応力の座標変換 ・応力の座標変換，主応力と主せん断応力

3ひずみの座標変換：ひずみの座標変換，主ひずみ，変位とひずみの関係

4 一次元応力状態 平面ひずみと平面応力

5 降伏条件：組合せ応力状態での降伏条件

6 降伏条件種々の降伏条件を用いた設計法

7 弾性体の支配方程式：平衡方程式，適合条件

8 弾性体の支配方程式：一般化されたフックの法則，境界条件

9 エアリの応力関数 ．応力関数を用いた基本的な弾性易の解法

10エアリの応力関数：極座標系の応力関数

11孔および切欠きによる応力集中：円孔およびだ円孔を持つ板の応力集中

12孔および切欠きによる応力集中 ：等価だ円の概念と切欠き干渉効果

13き裂による応力集中 き裂先端の応力場を支配する応力拡大係数の物理的意味

14重ね合わせの原理に基づく応力場の近似計算：基本解を利用した実用問題の解法

15付加応力場の概念と応力場の尺度 ：き裂や塑性域などによる付加応力場の概念，き裂あるいは切欠きによる応力揚の尺度

ラア A：知謀の定着 ・確認 〇毎回の授業に関連した実用的な演習を課すことにより科目に対する興り
工そ

1ク B：意見の表現 ・交換 を促進するとともに，学生の理解度の確認を行う。 夫の
--T - c：応用志向 他
ンイ の
グブ D．知諜の活用・創造

゜時間外学修
準傭 配布資料やテキストの情報を必要に応じて予習する (!Oh)。

学修
の内容と時

事後 授業で学習したことを活かし，課題やテキストの演習を行う (30h).
間の目安

学修

「彊性力学J 村上敬宜著，養賢堂 (1985)

教科書

「Theoryof Elasticity 3rd Ed.」 S.P. Timoshenko and J N Goodier, McGraw-Hill (1982) 

参考書 「応力集中の考え方」 村上敬宜著，養賢堂 (2005)

「設計者のためのすぐに役立つ弾性力学」 野田尚昭著， 日刊工業新聞社 (2008)

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜゚ ゜゚
評 課題 101' 

価 中間試験 40% 

゜゚の 期末試験 50% 

゜゚方
法
及

び
評

価

割
講義で課す演習問題の 70％以上を提出していること。中間試験および期末試験を受験していること。 追試験および再試験を実施する場合，試験!OOjlで評価する。この試舅4~ 

口 における評価は最大でもCとする。

注意事項
毎回の授業で関数雹点を持参すること。課題の提出状況が悪い場合（期限遅れも含む）は評価しないことがある。課題解答の公開後は未提出とみなす。

備考
材料力学基礎 ・解析および材料力学を受講していることが望ましい。

リンク
課題の解答等はMoodleを利用する

URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（ 分野） 授業形式

メカト ロニクス(Meehatronies)

S142S017 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教只

氏名 貞弘晃宜

還択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I sadah i roOo i ta-u. ac j p 内線 7802 

授 メカトロニクスとは何かという概要を述ぺた後に、構成要素である、電子部品 ・デジタル／アナログ IC・センサ ・アクチュエータ ・システム制御とモデリング ・機構 ・コ

業 ンピュータとソフトウェア ・組み込みと実時間制御について貌明を行う。定期試験とは別に、最終課題として授業内容を踏まえた上での自作メカトロニクス ・システムの提

の 案（レポート）を行うことで、知識の定培・確認を行う。

概

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 メカトロニクスとは何かを悦明できる

゜目標2 メカトロニクスを実現する主要な電子部品について餃明できる

゜目標3 メカ トロニクスを実現する主要なディジタルICについて悦明できる

゜目標4 メカ トロニクスを実現する主要なアナログICについて説明できる

゜目標5 メカ トロニクスを実現する主要なセンサについて説明できる

゜目標6 メカトロニクスを実現する主要なアクチュエータについて悦明できる

゜目標7 メカトロニクスを実現する主要な機構について悦明できる

゜目標8 メカ トロニクスを実現するコンピュータハードウェアについて説明できる

゜目標9

目標10

授業の内容

lガイ、ダンス（メカトロニクスとは）

2電子部品（抵抗 ・コンデンサ ・コイル）

3電子部品（ダイオード ・トランジスタ）

4 電子部品 (ICと周辺部品）

5ディジタルIC（基礎）

6 ディジタル］C（応用）

7アナログIC

8センサ

9 アクチュエータ（モータ）

10アクチュエータ （モータ以外と選定）

11システム制御とモデリング

l2機械と機構

13コンピュータとソフ トウェア

14組み込みと実時間制御

15総綸とレポート課題の説明

ラア
A•知紐の定着 ・ 確認 O レポート課題による知識の定着 ・確認

工そ

1ク B意見の表現 ・交換 夫の
-T  c応用志向

他
ンイ の
グブ D：知諏の活用・創造

準備 アキス トを事前に醗んでおく (15h) 
時間外学修

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (15h)，レポートの作成 (15h)
間の目安

学修

塩田泰仁 はじめてのメカトロニクス， 森北出版， 2011.

教科書

古田勝久編著．ロボット ・メカトロニクス概綸，オーム社， 2007.

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 50% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚価 期末試験 50'.1, 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

・布校数学 ・物理の知識は必要なので各自復習しておくこと。
注意事項 ・実際の期末試験は 15回目授業で行い、期末試験前の予備日に 15回目の内容を行う。

傭考
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（ 分野） 授業形式

計算力学(Computat i ona I Meehan i cs) 

S143S018 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教R
氏名 栗原央流

選択 2 3 理工学部 前期

E-ma, I 内線

授 工学の詫問題における線形ならびに非線形モデル方程式の数値解法を学ぶ．偏微分方程式の型とそれに対応した特性曲線を理解し， それらの方程式の解の性質を知ることで

業 対応する物理現象の特性の理解を深める．これにより，各種の偏微分方程式を適切な方法により数値的に取り扱うことが可能となる．

の

概

蔓

具体的な到運目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1微分方程式の分類と特性線に基づいた解の性質を理解する 00  

目標2基本的な差分解法を理解する 00  

目標3数値解の適合性，安定性，収束性を理解し適切な数価解法を選択することができる 00  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

I 2階偏微分方程式の分類

2 特性線と標準形

3楕円型方程式の解の定性的性質

4 楕円型方程式の境界値問題

5発展方程式の解の定性的性質

6 放物型方程式

7双曲型方程式

8差分法の基礎

9 放物型方程式の差分解法

10双曲型方程式の差分解法

II楕円型方程式の差分解法

12変分法

13境界値問題の変分法による定式化

14変分法による近似解法

15有限要素法の基礎

ラア A．知I餓の定着・確認 0発展的な内容を含む宿題を比較的高頻度で課す
工そ

1ク B•意見の表現・交換 夫の
ニ テ c：応用志向

゜
他

ンイ の

グブ D．知謙の活用・創造

時間外学惰
準備 解析学に関する基礎的な知臓（関数の極限，無限級数とその収束，常微分，偏微分，全微分の違いなど）と初等関数の微積分が問題なくできる様に事前に予翌

学修 を行う (!Oh)
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (30h)
間の目安

学修

Partial Differential Equations for Scientists and Engineers, Dover Publications 

教科書 kindle版あり

参考書を指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 期末試験 90沿

゜゚ ゜価 レポート JO% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
教科書は英語である教科書の内容を全く読み取れない場合は単位取得が困難となる．

傭考
再試では試験 100％で評価する。再試における評価は最大でも Cとする。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】 ／（分野） 授集形式

工業概籟（機械 ）（Introduction of Meehan i ca I Engineering) 

S149S000 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 岩本光生，工藤孝人，菊池武士，大谷俊浩，田中圭，岡本則子，柴田建

B選択 2 3年 理工学部 後期

E-mai I ,walloita-u. ac.jp (岩本） 内線 7806 （岩本）

授 工業科目の中から機械工学，電気電子工学，メカトロニクス，建築学の主要な技術について学修する。技術者として要求されるデザインカ，解析力，知諏 ・技能を活かす実

業 践力や課題解決能力を演習や課題レポー トを含めた総合的 ・多角的な教育の展開により修得することを目指す。

の

概

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 工業の基礎的な知臓と技術を習得することで，現代社会における工業の意義や役割を学ぶ。

゜゚
00  

目標2 環境やエネルギーの問題にも配慮した工学の基礎を学ぶ。

゜
00  00  

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1岩本 工業技術基硝ー檄械編 流体の流れと熱の流れ

2岩本：機械設計 ・製図の基礎， CAD,機核工作，材料技術

3岩本：機核工作法，槻械材料

4 工藤・工業技術基礎ー電気編 ・電気 ・磁気 ・光に関する研究と技術発展の歴史

5 工藤 ：通償媒体としての電磁波に関する基礎的事項

6 工藤 霞磁波と現代生活との関わり

7 工藤 ・霞磁波のコンビュータシミュレーション

8 菊池 メカトロニクス基礎（センサ，アクチュエータ，機構，コントローラ）

9 菊池 ：ロポットの設計（機構図，運動学，静力学）

10菊池 ロボットの解析（コンビュータを用いたシミュレーション演習）

11菊池：ロボットの解析2 （コンビュータを用いたシミュレーション演習 2)

12田中（圭） ：工業技術基礎ー建築紺：建築構造学の基礎，地震防災

13大谷 達築材料学 ・施工学の基硝，雑持管理，リサイクル

14岡本．建築環境工学の基礎

15柴田：建築計画学の基礎，ハウジング

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

ラア
A．知織の定着・確認 〇学生の理解を確認するため，謀題を諜すことにより理解度を確認してし

工そ

1ク B：意見の表現 ・交換
る． 夫の

ーア c応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D．知様の活用・創造

゜時間外学修
準備 事前に配布プリントを貌んでおくこと (30分）

学修
の内容と時

事後 課題作成 (60分）
間の目安

学修

使用しない。必要に応じてプリントを配付する。

教科書

「高等学校学習指導要領解説工業編」 ，文部科学省編

参考書



成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 課題レポート 100" 

゜゚価

の

方

法

及

び
評
価

割

合

注意事項

備考

リンク
URL I 

担当教只IT.

実務経験¢

゜右鉦

教貝の実を
岩本光生 ：昭和62年 4月～平成2年 12月 ：（株）日立製作所家霞事業部で製品開発を担当

江騎

実務経験た乾を
いかし 工業製品における機械工学の重要性を理解してもらえるように，具体例を交えた授業を行う。

守 内 メ



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

電気工学概譲{Introductionto Electrical Engineering) 

S141S000 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名楠敦志

選択 2 2年 理工学部 前期

E-mai I akusuf!o,ta-u.ac jp 内線 7855 

授 Iliクッキングヒーター，太陽光発電，電気自動直，LED照明など，家庭の中に占める電気機器の割合は益々増えています．これに伴い， 電気電子を専門としない学部や学科

業 の学生であっても，電気電子技術に関する基礎知謙を必要とする場合があります．この授業では， 『電気 ・磁気 ・霞子の基礎』と『電子機器のしくみ』を学ぶことができま
の す． ヽ

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1電気磁気現象の基本的な性質を理解できる．

゜目標2電気電子機器のしくみと特徴を理解できる．

゜目標3

目標4

目標5 ＇ 
目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1電気工学概論の概要，エネルギーエレクトロニクス技術

2電気の基礎 (pp.36~45, 114~ 115) 

3電気の基礎 (pp,46~61) 

4磁気の基礎 (pp.8, 62~67, 92) 

5電気でまわす，電気を貯める (pp.12, 110~113, 58) 

6電気を作る (pp 72~81, 84~89) 

7新エネルギー発電 (pp.82, 86) 

8学内の新エネルギー発霞施設（太楊光，風力）を見学

9霞子の基礎 (pp,190~205, 132) 

JO電気で照らす (pp.104~107, 126) 

II電気で暖める ・冷やす (pp116~ 127) 

12電気で聴く ・観る (pp.22, 128, 158~165) 

13電気で情報を送る (pp.18, 28, 30, 144~147) 

14電気で情報を送る (pp.148~151, 166~185, 206~211) 

15未来のエレク トロニクス社会

ラア A：知紐の定着 ・確認 〇毎回、講義を聞いてメモをとっていなければ解けないような計算問題に
工そ

1クB：意見の表現・交換 取り組んでもらう． 夫の
ー-ア- c：応用志向

他

ンイ の

グブ D：知謙の活用 ・創造

時間外学り
準傭 教科書を読んでおくこと (15h)

学修
の内容と時

事後 復習をおこなうこと (15h)
間の目安

学修

『憎底図解雹気のしくみ』 （新星出版社）

教科書

福田京平『しくみ図解シリーズ電気が一番わかる』 （技術評論社）

参考書 「カラー版 電気のことがわかる事典』 （西東社）

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目樗 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評 定期試験等 100% 

゜゚価

の

方

法
及

び
評

価

割
合

注意事項
授業回数の 3分の2以上を出席しなければなりません

傭考
質問があれば，気軽に教且室へ来て下さい

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 ］／（分野） 授業形式

科学英語表現法 (AdvancedEng I i sh for Engineer inc and Se i enee Study) オンライン（同時双方

S142S019 向型、含対面）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教只

氏名園井千音、佐々木朱美、大谷英理果

選択 2 3年 理工学部 後期

E-mai I chine@oita-u.ac.jp (園井）、 akemisaltoita-uac jp (佐々木 ）、 o-erika@oi ta-u ac jp 

授 理工学部の在学年次にふさわしい知的言栢運用力、この習得に必要な専門的知謙、 科学と社会的文化的関連について英栢で学ぶ。また科学や社会、文化の給合的内容を英託

業 で貌みまた、それについて論理的に思考することができる。英栢の文法的知識、語彙、発甘などについて知識を得、それらを運用し自分の意思を正確に伝達することができ

の る。英語による広 く深い知識を習褐することを 目的とする。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1科学、また科学と社会的文化的背景について英栢で読むことができる。 00  

゜゚目標2英栢によ り自分の考えを話すことができる。 00  00  

゜目標3英栢により論理的にエッセイ作成をすることができる。 00  

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イントロダクション

2英文エッセイ読解 (1)

3英文エッセイ貌解 (2)

4英文エッセイに関する英語による意見表現 (1)

5英文エッセイに関する英匝による意見表現 (2)

6英文エッセイ読解 (3)

7英文エッセイ読解 (4)

8英文エッセイに関する英話による意見表現(3)

9英文エッセイに関する英託による意見表現(4)

10英文エッセイ読解 (5)

II英文エッセイ読解(6)

12英文エッセイに関する英語による意見表現(5)

13英文エッセイに閲する英託による意見表現 (6)

14復習とまとめ (1)話彙 ・文法 稔合的復習

15復習とまとめ（2)英作文もしくは意見発表

ラア
A．知諜の定着・確認 0英語の辞書活用に慣れること。英話表現の特徴について日本匝表現との

工そ
図書館における資料検索などの実施 自由な作文課題を選ぶ

lク B•意見の表現 ・ 交換 。 違いについて常に惚織すること。各講義において、ペアワーク、ディス 夫の
-T  

C．応用志向
カ゚ッショ ンなどを通して、より英語栢彙力の多い英話読解と論文作成を 他

ンイ 実践する。 の

グブ D：知謙の活用 ・創造

゜時間外学り
準傭 各主題のテキストや参考資料について必要に応じて予習する (!Sh:学期合計）各主題の英話エッセイや作文内容についてより詳 しい情報を必要に応じて収1
学修 する (15h：学期合計）

の内容と瞬
事後 各主題のテキストや参考資料について栢彙、英梧内容について復習 (15h.学期合計）各主題の英栢作文や英栢院解についての課題を完成させる (15h:学期合

間の目安
学修 計）

講義で指示する。

教科書

講義で指示する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 英梧による作文小課題 30" 

゜゚ ゜価 英語によるディスカ ッ ション~ 10% 

゜゚ ゜の 総まとめ筆記試験
方

60% 

゜゚ ゜法

及

び
評

価

割

合

注意事項
なし。

傭考
なし。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 ］／（分野） 授菓形式

ィンターンシッブA(Internship A) 

S142S022 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 岩本光生

選択 1 2年、 3年 理工学部 前期

E-mai I iwa@o i ta-u. ac.j p 内練 7806 

授実際の業務を体験することにより講義や演習・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展8
菓を認識する。また、謙業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学住の方向性への示唆や謙業選択を行う場合に必要な自分の適性や駁種についての理解を

の 深める。

概

憂

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来謙業人として活踵するための方法9がや輯業選択を行うための経験を打む。 00  00  00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1企業、官公庁等の実際の輯場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い、

2 .実際の業務の流れはどのようになっているか

3 .靡場では学卒者としてどのような役割を求められているか ’ 

4 ・現場ではどのような知織、スキルが求められているか

5 等を実際の体験を通じて学ぶ。

6 なお、企業等へ派遣される前には事前研怯会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A．知諏の定着・確認 〇実際の馘場による研｛庄により、自ら考え行動する力を脊む。

工そ
・事前研條会の実施

1ク B：意見の表現 ・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

-T  c：応用志向

゜
他 ・研妊報告書の作成

ンイ の

グブ D．知諜の活用・創造

゜時閏外学惰
準傭 事前研究会を基にした、事前準備 (7 5時間）

学修
の内容と時

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準偏 (7. 5時間）
間の目安

学修

必要に応じてプリントを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評 実習先による評価 100" 

゜価

の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
・学生保険に必ず加入のこと

• 安全に注意すること

傭考

リンク
URL I 



担当教只¢

実務経験(T,

゜右無

教只江の齢実召 岩本光生：昭和62年 4月～平成2年 12月 ・（株）日立製作所家霞事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知諏を基礎とした応用製品の開発を担当

教只以外て

指導に関わ

゜る者実の務右経無舅

教只以外¢

指導に関わ 実習先の企業 ・行政の殿場の担当者：実習を通して実務を体験する。

る実務者経舅

実務経験を

いかした秒 実際の企業での様務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。

古内容



ナンパリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授集形式

インターンシッブB(lnternshipB) 

S142S023 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 岩本光生

選択 2 2年、 3年 理工学部 前期

E-mai I iwa@oita-u ac.jp 内練 7806 

授実際の業務を体験することにより講義や演習 ・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展望

業を認諏する。また、織業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学怯の方向性への示唆や職業選択を行う場合に必要な自分の適性や粒種についての理解を

の 深める。

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来謙業人として活躁するための方法論や糀業選択を行うための経験を脊む。 00  00  00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授菓の内容

1企業、官公庁等の実際の謙場において夏季休業中に4週間以上の実習を行い、

2 ・実際の業務の流れはどのようになっているか

3 .識場では学卒者としてどのような役割を求められているか

4 ・現場ではどのような知識、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通じて学ぶ。

6 なお、企業等へ派遣される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア A：知鰈の定着 ・確認 〇実際の誡場による研修により、自ら考え行動する力を育む。
工そ

・事前研修会の実施

1ク B：意見の表現・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

-- 7 -
C •応用志向

゜
他 ・研修報告書の作成

ンイ の
グブ 〇，知1t1の活用・ 創造

゜時間外学修
準備 事前研究会を基にした、事前準備 (15時間）

学修
の内容と時

事後 研t笠報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準備 (15時間）
間の目安

学修

必要に応じてプリントを配布する．

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目櫂 目憬 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評 実習先による評価 1001' 

゜価

の

方
法

及

び
評

価

割
合

• 学生保険に必ず加入のこと
注意事項 • 安全に注意すること

備考

リンク
URL I 



ヽ

担当教貝IJ;

実務経験の

゜右無

教只の実秒
岩本光生 昭和62年 4月～平成2年 12月 ：（株）日立製作所家霞事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知識を基礎とした応用製品の開発を担当

文藝

教貝以外で

指導に関わ

゜る者実の務有経無験

教貝以外の

指導に関わ実習先の企業 ・行政の粗場の担当者 実習を通して実務を体験する。

る実務者経験

実務経験を

いかした彰実際の企業での粒務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。

t内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授業形式

靡業指導(CareerEducation) 

Sl 99$000 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 岳野公人（非 ）

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I k im i@edu.sh i ga-u ac.jp 内線

授 本授業では、主として、諜業指導（キャリア ・ガイダンス）の意義と歴史、識業指導（キャリア ・ガイダンス）を支える理綸（アプローチ）と方法について理解するとともに、生

業 き方の教育としての謹業指導（キャリア ・ガイダンス）に関する実践力を身につける。

の
概

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1職業指導（キャリア ・ガイダンス）の意義を理解する。

゜目標2 生き方の教百としての輯業指導（キャリア ・ガイダンス）に関する実践力を身につける。 00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

漫業の内容

1ガイダンス

2 現代のキャリアにかかわる問題

3謙業指導の歴史的展開

4 学校教育における職業指導 ・進路指導の意義と役割

5進路指導の実際

6 心理検査利用について

7 進路情報の収集

8 情報ツールについて

9 進路相餃ケースワーク

10研究論文を利用した進路指導演習

II視聴覚教材を利用した進路指導演習

12ワークシートを利用 した進路指導浪習

13グループディスカッションを利用した進路指導演習

14プレゼンテーションを利用した進路指導演習

15これからの進路指導とキャリア教育

ラア A：知IIの定着・確認 o最終レポート
工そ

1ク B•意見の表現 ・ 交換 グ゚ループ ・ペアの共同作業， 夫の
- T 

C．応用志向
教材開発 他

ンイ 。映像作成 の
グブ 〇：知様の活用・創造

゜準傭 配付資料や参考文献等の情報を必要に応じて予習する (15h)
時間外学修 学修
の内容と時

事後 授業で学習したことを活かし、課題の完成度を高める。教材開発(10h)，映像製作(5h)
間の目安

学修

必要なプリントを配布する。

教科書

特に指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目標

績
I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小諜題 20% 

゜価 定期試験 50% 

゜の 謂毅 ・演習参加への姿勢・謡度 30% 

゜方
法
及

び
評

価

割
合

注意事項

傭考

リンク
URL I 



“ 

ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授業形式

起業家育成講座(Trainingfor Entrepereneur) 

S199S001 

必修選択 嵐位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教R
氏名 氏家飩司

選択 2 
1年，2年， 3

理工学部 前期
年， 4年

E-mai I seuj i ie@oita-u.ac.jp 内線 7903 

授 次代の担し、手となる若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する講義を行う．企業研究を行い，企業経営や戦略について理解し，実際に事業計画を立て，理解を深める

業

の

概

褒

具体的な到達目柑' DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1起業に必要となる企業経営に関する基礎知識や考え方について体系的に理解し，習得する。 00  

目標2 実際の起：業の例について，学び，検肘するとともに，その概要を理解し，身につける． 0 0  

゜目標3 起業を想狂引ノた事業計画をグループで実際に作成し，説明できるようになる． 00  00  0 0  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1創業の基礎知識に関する謂義

2 県内起業家 ・経営支援者等を招いた講話等

・3 県内起業家・経営支援者等を招いた講話等

4 企業研究（日g義， 肘論等）

5 企業研究(”'義，肘論等）

6 企業研究（諄t義，割論等）

7企業研究（打＇義， 肘論等）

8 企業研究（日¢義，討論等）

9 事業計画作成；の基礎を学ぶ精義

10事業計画の検討に係るワーク

11事業計画の杉打討に係るワーク

12事業計画の検討に係るワーク 事業計画の概要発表

13事業計画の概要発表

14事業計画の概要発表

15産学連携の重要性

ラア
A：知紐の定着・確認 〇意見交換，事業計画の立案演習プレゼンテーションと意見交換

工そ
授業は外部講師（耳門家等）との連携で行う．

1ク 8•意見の表現 ・ 交換

゜
夫の

＿ア c：応用志向
他

ンイ の

グブ D：知鰈の活用・創造

゜時間外学り
準傭 事業計画書立案のための情報収集および事業計画書作成を行う (!Sh) 

学修
の内容と時

事後 授業の内容を復習し，事業計画書作成に役立てる．（15h)
間の目安

学修

資料を配布する．

教科書

参考書を指定しない．

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標

績
. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評演習 10% 

゜゚価 事業計画書作成 40% 

゜゚のプレゼンテーション 50% 

゜方

法

及

び
評

価

割

合

講義は集中的に行う
注意事項 開講日は6月～8月の中で3~4日間（できるだけ連続になるように日程を組む）となる予定．

傭考
本謂義の受講生が，ピジネスプランに関するコンテストで，賞を獲得している．

リンク
URL 



教只以外て

指る者導実の務に右経関無慰わ

゜教且以外IJ;

指導に関わ
企業経営指導を行っている中小企業診断士の方に事業計画書作成指導などを分担してもらう．

る実務者経騎

実務経験を

いか守内し容た懃 財務，会計，経営，事業計画など企業運営についての指導経験をもとに事業計画書の作成指導を行う ，




